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序

本県には縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財包蔵地

があり、平成10年度の岩手県教育委員会のまとめでは、10,500箇所に

及ぶ遺跡が確認されております。これら先人の残した文化遺産を保存

し、後世に伝えていくことは、県民に課せられた責務であります。

一方、広大な面積を有する本県の大部分は山地であり、地域開発に

伴う社会資本の充実も重要な一施策であります。特にも本調査の原因

となりました胆沢ダム建設事業を例に挙げるまでもなく、治山・治水

・利水及びエネルギー開発は、多方面から期待されるところでありま

す。このような埋蔵文化財の保護・保存と開発との調和も今日的課題

であり、当岩手県文化振興事業団は、埋蔵文化財センターの創設以来、

岩手県教育委員会の指導と調整のもとに開発事業によつてやむを得ず

消滅する遺跡の発掘調査を行い、記録保存する措置をとつて参りまし

た。

胆沢町尿前Ⅱ遺跡は、胆沢川左岸の崖錐上に立地し、本報告の B地

区は、平成 9年のA地区に続き、平成11年に発掘調査を行つたもので

あり、これにより縄文時代の集落跡であることが明らかになりました。

縄文時代の住居跡や上坑の発見は、当時の生活を考える上で貴重な資

料となるものであります。この報告書が広く活用され、斯学の研究の

みならず埋蔵文化財に対する理解の一助になれば幸いです。最後にな

りましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成にご協力、ご援助を

賜りました建設省胆沢ダムエ事事務所、胆沢町教育委員会をはじめと

する関係各位に哀心より謝意を表します。

平成 12年 8月

財団法人 岩手県文化振興事業団
理事長 千 葉 浩 一



一一一日

1.本報告書は、胆沢町若柳字尿前 9番地に所在する尿前Ⅱ遺跡 B地区の発掘調査結果を収録したもので

ある。

2.本遺跡の岩手県遺跡登録台帳の遺跡番号と調査略号は、次のとおりである。

遺跡番号 N E21-2236  調査番号 SMⅡ -99

3,本遺跡の調査は、胆沢ダム建設に伴う緊急発掘である。調査は建設省胆沢ダムエ事事務所と岩手県教育

委員会事務局文化課との協議を経て、財団法人岩手県文化振興事業国埋蔵文化財センターが実施した。

4.野外調査の期間と調査面積、調査及び整理担当者は次のとおりである。

期 間   平成11年 6月 8日 ～10月 29日

調査対象面積  7,500m2

調査終了面積  7,500m2

調査・整理担当者 小原員―・布谷義彦
5,室内整理は平成11年 11月 1日 ～平成12年 3月 31日 まで行つた。本書の執筆、編集、校正は、小原が担当

した。

6.出土品の鑑定は、次の機関及び方々に依頼した。 (敬称略)

石器 ,石製品の材質鑑定………・花筒岩研究会 (矢内桂三・柳沢忠昭)

黒曜石の産地同定…Ⅲ……………佐々木繁喜 (宮城県立若柳高等学校)

7.基準点の測量及び空中写真の撮影は次の機関に委託した。

基準点の測量……………lMl東開技術  (本年度は97年に設定した杭の確認・補正をした)

空中写真撮影…・………仰東邦航空

8.発掘調査において、次の機関の協力を得た。

胆沢町教育委員会

9.発掘調査及び整理・報告書の作成には、次の方の協力・指導をいただいた。 (敬称略)

佐々木いく子 (胆沢町教育委員会) 酒井宗孝 (花巻市教育委員会)
10.野外作業では、若柳地区をはじめとする地元作業員の方々の協力をいただいた。また、室内整理におい

ては、当センター臨時職員のみなさまの協力をいただいた。

11.本遺跡で出土した遺物及び調査資料は、岩手県立埋蔵文化財センターが保管している。
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第 1図 岩手県における週跡の位置図



第 2図 遺跡周辺地形図
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I。 調査に至る経過

尿前Ⅱ遺跡は「胆沢ダム建設事業」に伴つて、その事業区域内に位置することから発掘調査を実施するこ

ととなつたものである。

胆沢ダムは、北上川右支川の胆沢川に建設される高さ132m、 長さ745m、 総貯水量1億4,300万 m3の中央

ヨア型ロックフィルダムであり、水没面積は4,400千 m2でぁる。

北上川水系は、本川の流況に影響を与える大支川が各所で合流するため洪水流出が急激な特性を持つてい

ること。また一関市孤禅寺下流の狭窄部により洪水の流下が著しく妨げられその上流に遊水現象が生じる等

のため、過去幾多の洪水で多大な損害を受けてきた。

このため、上流部 (岩手県内)において昭和16年 より洪水調節のため多目的ダム群の建設を骨子とした治

水事業に着手してきた。しかし、近年の北上川流域の社会経済の発展に伴う人日、資産の増加等から昭和48

年 4月 に改定された「北上川水系工事実施基本計画」に基づき上流ダム群の一つとして「胆沢ダム」を建設

するもので、その目的は洪水調節・流水の正常な機能の維持・かんがい用水・水道用水・水力発電を行う多

目的ダムであり、平成2年 5月 11日 に「胆沢ダム建設に関する基本計画」が官報告示され今日に至つている。

埋蔵文化財の取り扱いについては、事業に先立ち昭和58年 10月 に建設省新石淵ダム調査事務所 (昭和63

年 4月 胆沢ダムエ事事務所と名称変更)から、ダム事業区域内の埋蔵文化財の有無の照会が岩手県教育委

員会に出され、周知地区864,000m2、 可能性有地区490,000m2が確認された。その後、水没面積を含む施行区

域内の埋蔵文化財包蔵地の取扱いについて、毎年度各工事等の実施に先立って、岩手県教育委員会と協議を

行いながら計画的に調査を実施しているところである。

尿前 H遺跡については、平成 8年 6月 5日付け「建東胆工第92号」により胆沢ダムエ事事務所から岩手

県教育委員会に試掘調査の依頼がなされた。依頼を受けた岩手県教育委員会は平成 8年 9月 25日 ～27日 の3

日間試掘調査を実施しその結果 トレンチ2箇所から縄文土器が検出され遺構が存在する可能性が高いこと

が判明、平成 8年 10月 22日付け「教文第 618号」で発掘調査が必要の旨の回答を胆沢ダムエ事事務所に報
告された。

これに基づき両者が協議を行い、消滅する遺跡について事前に発掘調査を実施することとし、発掘調査事

業については財団法人岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターの受託事業とすることとした。なお、この

箇所は平成 9年度に発掘調査を8,800m2実施済であり、引き続き、残りの部分7,500m2を平成H年度に実施す

ることとしたものである。

Ⅱ。遺跡の立地と環境

1.地形 と地質
胆沢川の上・中流域をその範囲とする胆沢町は、岩手県の南西部に位置し、北は金ヶ崎町・北上市・湯田

町、東は水沢市・前沢町、南は衣川村、西は秋田県東成瀬村に接している。

奥羽山系の焼石岳 (1,548m)南 西麓に源を発する胆沢川は、山岳部で小出川・前川 ,尿前川を合わせて

東流する。市野々地区で山地を離れた流れは、当地区を扇頂として扇長約18km、 扇端幅約1飲m、 面積約200

km2の県内最大の扇状地 (胆沢扇状地)を形成し、北西から下る永沢川・黒沢川を合わせて、水沢市佐倉河付

近で北上川に合流する。流路延長4歌m、 流域面積320km2の 1級河川である。
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第 3図 遺跡周辺地形分類図

胆沢扇状地は、更新世中期から後期にかけて形成されたと考えられ、胆沢川の開析を受けて段丘化してい

る。これらの段丘については、中川ほか (1963b)、 斉藤 (1978)、 大上・吉田 (1984)、 渡辺 (1991)の

研究があるがて渡辺と大上・吉田の区分を参考にすると、胆沢扇状地は、高位からTl(大歩面)・ T2(一

首坂面),T3(西 根面)、 Hl(上 野原面)・ H2(横 道面)、 Ml(堀 切面),M2(福 原面)、 Ll

(水沢高位面)・ L2(水沢低位面)の 9面に区分されている。各段丘は、本流である北上川の流下方向と
は逆に高位から漸次北に配列され、現在の胆沢川は北端の扇側部に沿つて流れている。なお、山岳部での隣

接市町村境界は峰々の分水嶺となつており、扇状地を形成した集水域とほぼ一致する。

東北地方の脊梁をなす奥羽山脈は、中新世以降のグリーンタフ変動によつて形成され、新第二系及び火山

岩類を主体とする招曲山地で、現在でも活動している火山もある。形成期が比較的新しいため、この山地に

源を持つ北上川の西側支流に多量の土砂を供給し、中流域西岸では前述の胆沢扇状地をはじめとする大小の

扇状地が発達し、広い平野部を作り出している。

尿前Ⅱ遺跡は、北緯39° 06.54"、 東経140° 54′ 32″ 付近、石淵ダムの北東約500mの距離にあり、国土地理院

の125,000の 地形図では「石淵ダム」の図幅に含まれる。ダムから扇頂となる市野々地区までは約 3kmで、

この間は谷底平野地形を呈し、両岸には40～ 45° の比較的急峻な斜面が追る。また、胆沢川に沿つて小規模

な河岸段丘が発達し、山地と接する部分は崖錐性堆積物が覆い緩斜面地形をなしている。周辺の基盤は、新

第二系紀尿前層の石英安山岩類である。

本遺跡周辺 (第 3図)には、3段の段丘が観察される。最も高位の段丘はT3面 (西根面)で、馬留地区

右岸の標高330m付近に僅かに平坦面を残す。谷底部で最も広がるのはLl面 (水沢高位面)で、 L2面 (水

沢低位面)は馬留橋より下流に分布する。 胆沢川と尿前川の合流地点付近にはLl面 より約2m高い面が

ある。

また、 Ll面を崖錐が覆つている。遺跡は、胆沢川左岸のLl面を覆う崖錐上に立地している。
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標高は380～ 350mで、勾配 16° 前後の傾斜がある。1997

年度に調査したA調査区は、沢をはさんで西側に位置して

いる。現河床面からの比高は60mで、現状は山林であつた。

第 4図は、B調査区における標高345m地点の深堀の上層

断面で、これを基本層序とした。なお、B調査区は、1997年

の調査の時点で表土除去を行つているので、表土より下位

の上層について記載する。

第 I層 黒褐色土 (層厚 :10～ 15cm)地点によつて欠如

するが、住居 .土坑、風倒木といつた窪みの上部

に灰白色の火山灰 (十和田 a火山灰)が厚く堆積

している。縄文時代の遺物を含む。

第Ⅱ層 晴褐色土 (層厚 :5～10cm) I層 との漸移層的

層相を示す。縄文時代の遺物を含む。

-0

_ lrn

第4図 基本土層柱状図

第Ⅲ層 黄褐色砂質土 (層厚 :20～ 30cm)ローム質で火

山灰と思われるが、砂礫の混入が多く、再堆積層であろう。当層が、最終遺構検出面である。

第Ⅳ層 明黄褐色砂質土 (層厚 :25～ 35cm)Ⅲ層とほぼ同じだが、石英安山岩の礫を多数含む。
第 V層 褐色粘土 (層厚 :5～ 10cm)  ローム質で火山灰と思われるが、詳細は不明である。
第Ⅵ層 褐色～明褐色砂質土 (層厚 :40cm以上)崖 錐性堆積物。石英安山岩の大きな礫を含む。含まれ

る礫は風化が進んでいて脆い。

2,周辺の遺跡
平成H年度の岩手県教育委員会のまとめでは、胆沢町内には171ケ所の遺跡が登録されている。第 5図 に

は周辺区域における遺跡 (表 1)の分布を示した。ここでは近年調査された遺跡を中心に、町内の遺跡を概

観してみたい。

旧石器時代の遺跡としては上萩森遺跡があり、昭和50年～52年に3次にわたつて発掘調査が行われた。調

査の結果2面の文化層が確認され、ナイフ形石器、彫器、スクレイパー等の石器が出上している。いずれも

後期旧石器時代にあたり、下部のⅡb文化層は前半期～中葉期に位置づけられている。この他に山神遺跡か

ら石刃、上佐布遺跡から尖頭器が発見されている。

縄文時代の遺跡は多く、全体の8割を占め、沖積面を除く各段丘に分布する。草創期に位置づけられる遺

跡は確認されていないが、下尿前Ⅳ遺跡から小瀬ヶ沢型に類似する有舌尖頭器 2点が出上している。

早期の遺跡は比較的多く、相当数の遺跡から土器破片が発見されている。調査された遺跡では尼坂遺跡が

あり、貝殻沈線文、貝殻条痕文、縄文条痕文、縄文縄文期の各住居跡が検出されている。

前期の上器も広範囲に分布している。芦の随遺跡では前葉期の住居跡群、大清水上遺跡では末葉期 (大木

6式)の大型住居跡を含む住居跡群が検出されており、集落跡であることが確認された。また、浅野遺跡か

らも末葉期の住居が検出されている。

中期の遺跡では宮沢原遺跡群があり、前葉～末葉 (大木 7a～ 10式)にわたる住居跡が多数検出されてい

る。このうち、宮沢原 A・ E,E東遺跡における大木 9～ 10式期の住居跡では、「上原型複式炉」と呼ばれ

る土器埋設石四部と石敷き石組部からなる複式炉をもつものが多く、注目に値する。
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第 5図 周辺の遣跡分布図
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後期になると扇状地地帯では、早～中期より下位の段丘面に分布する傾向が窺われるが、遺構を確認して

いる遺跡は少なく、わずかに宮沢原D遺跡から初頭期 (F]前式期)の可能性がある立石を伴う土坑が検出さ

れているだけである。なお、同C遺跡からは、門前式期の人面付き上器が発見されている。また、当遺跡A

地区および下尿前Ⅱ遺跡からは、後期前葉～中葉期に位置づけられる可能性をもつ住居跡と上坑が検出され

ている。

晩期の遺跡も後期と同様な分布域を示すようであるが、詳細が不明なものが多い。隣接する水沢市、前沢

町の低位段丘縁辺部には、根岸遺跡・杉の堂遺跡・川岸場遺跡等があり、より河浜に寄つた立地が窺われる。

町内では、後葉期 (大洞 A式)の墓墳と炉跡が検出されている南中沢遺跡がある。

弥生時代前期～後期の遺物は町内各地から出上しているが、量的には少なく遺跡の調査例も無い。しかし、

昭和52年に大清水下遺跡から県内で初めて石包丁 2個が発見され、当地方において稲作が確実に行なわれて

いたことが実証された。

古墳時代には、県内で最大最古の古墳であると共に、埴輸を伴う国内最北端の前方後円墳である角塚古墳

があり、国の指定遺跡となつている。造営年代としては 5世紀末～ 6世紀初頭が考えられており、北方約 2

kmに立地する中半入遺跡では、これとほば同時期の方形に区画された濠をもつ集落跡や水田遺構が確認され、

角塚古墳との関連も考えられる。この中半入遺跡の住居跡からは最初期の須恵器・腿が出土している。

奈良・平安時代の当地域は、律令制古代国家と在地勢力である「蝦夷」との間に繰り広げられる「蝦夷征

伐」と「反抗」の表舞台となり、「胆沢城」をはじめとして「胆沢」の名称はしばしば文献上に登場する。

町内での該期遺跡の調査例は少ないが、扇状地地帯には多くの遺跡が登録されている。8世紀代の遺跡とし

ては、沢田遺跡、要害遺跡等、9世紀以降の遺跡としては同沢田遺跡、宇南田遺跡、小十文字遺跡等から住

居跡が検出されている。

中世・近世の城館跡は9箇所が登録されている。このうち柏山氏の家臣高橋盛富の居館との伝承がある鹿

合館は、本丸 (主郭部)と物見台 (出郭部)から構成される典型的な山城である。調査により主郭部から空

堀、土塁、掘立柱建物閉等の遺構が検出され、小札、鏃等の鉄製品や陶磁器類が出上している。

(参考 引用文献〉

(1)中川久夫ほか (1963b)|「北上川中流域の第四系および地形～北上川流域の第四紀地史(2)」

(2)斉藤享治

(3)大上和良

(4)渡辺満久

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

中川久夫

『地質学雑誌第96巻第Ыl号』

(1978);「 岩手県胆沢川流域における段丘形成」,「地理学評論, 51, p852～ 863』 .

吉田充 (1984); 円ヒ上川,胆沢扇状地における火山灰層序」.

「岩手大学工学部研究報告,37, p69～ 81』 .

(1991);「 北上低地帯における河成段丘面の編年及び後期更新世における岩層供給」,

「第四紀研究,30,(1)」

(1981);「 第四系」,「北上川流域地質図 (二十万分之―)説明書」.帥長谷地質事務所、

建設省 (1990)i「 ダムサイトの地形と地質」.『胆沢ダム」 胆沢ダムエ事事務所 ,

岩手県教育委員会 (1999);「 岩手県埋蔵文化財包蔵地一覧」

胆沢町 (1981);「 原始古代編」,「胆沢町史 I』 .

胆沢町教育委員会 (1992);「 尼坂遺跡 第二次緊急発掘調査報告書」

胆沢町教育委員会 (1990);「 鹿合館跡 調査報告書」,
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No 遺跡名 種  別 時  代     41H~ 宅
l 大平野 I 散布地 縄文土器
つ
な 平根原 I 散布地 縄文 土器

3 平根原 Ⅱ 散布地 縄文 土器

坪渕 I 散布地 縄文 土器

5 坪渕Ⅱ 散布地 縄文土器 (中期)

6 坪渕Ⅲ 散布地 縄文土器

7 下嵐江 I 散布地 縄文 土器

8 下嵐江 Ⅱ 散布地 縄文 土器

9 下嵐江 Ⅲ 散布地 縄文 土器

谷子沢 散布地 縄文土器

11 蜂 谷 散布地 縄文土器 石器

尿前 I 散布地 縄文 土器

尿前 Ⅱ 集落跡
縄文土器 (早 前 後 晩期)石
器住居跡坑 報告遺跡

下尿前 I 集落跡

縄文 :住居跡 (中 後期)土坑
土器 (早～晩期)石器弥生 i土
器 中 近世下尿前ⅡⅢを統合
H5～ 7調査

下尿前Ⅱ 散布地

縄文 :土器 (早 前期)有舌尖頭

器 弥生 :土器アメリカ式石鏃

下尿前Ⅳを改名 H8調査

穴山堰跡 用水堰跡
江戸末期～石積 水門 水門遮

水板 H10調査

17 馬留 散布地 縄文土器

市野々 散布地 縄文土器須恵器

なめだけ I 散布地 縄文 土器

なめだけⅡ 散布地 縄支 土器

なめだけⅢ 散布地 縄文土器

僧寺 散布地 縄文土器

大清水上 散布地
縄文土器 (早 前 後 晩期)石
鏃 槍 他一部調査

大清水上Ⅱ 散布地 縄文 土器

猪の鼻館

(栄の華館)
散布地 近世二郭 空堀 土塁

富坂 散布地 縄文 土器 (後期)石鏃
横沢原 散布地 縄文 土器

表 1 周辺の遺跡一覧

No 遺跡名 種  別 時 代  備 考

大清水 散布地
縄文土器 (早 前 後 晩期)石
鏃槍他

林尻 散布地 縄文土器

三本柳 散布地 縄文 土器 (後 晩器)土偶
横沢原 I 散布地 縄文 土器

横沢原 III 散布地 縄文土器

横沢原Ⅳ 散布地 縄文土器

宮沢原 H 散布地 縄文 土器

萱刈窪 H 散布地 縄文 土器

萩袋 散布地 縄文 土器 (後期)土偶 土師器

上愛宕原 散布地
縄文/弥生縄文土器 (後 晩期)
弥生土器 石匙 石鏃

鹿合館

(山居館 )
城館跡

中世末期空堀掘立柱建物跡

小札 陶器 石匙石鏃

南中沢 散布地
縄文土器 (後 晩期)石匙石鏃
石斧 石棒 一部調査

上鹿合 集落跡 縄文土器 石器

岳山 散布地
縄文/古代 縄文土器 (後 晩期 )
上師器

上横沢原 散布地 縄文土器 (後 晩期)土偶

上萩森 散布地
旧石器 ナイフ形石器スクレー
パー石核一部調査

松山寺 寺院跡 中世 石垣

小谷館 城館跡 中世

萩森北 散布地 縄文土器 (前 中期)石斧飾具
前萩森 散布地 縄文土器 (前 中期)石斧飾具
大平 散布地 縄文 土器

中山 散布地 縄文 土器 (中 晩期 )
下鹿合東 散布地 縄文土器 (晩期 )

下鹿合東 H 散布地 縄文土器 (晩期 )

かどつしよ 散布地 縄文/古代 縄文土器土師器
門ケ城 城館跡 中世 三郭

宣刈窪 散布地
縄文土器 (晩期)石匙 石斧石
鏃石槍石剣

宮沢原成沢 散布地 縄文土器 (前 中期)石匙 石斧
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Ⅲ.調査の方法と室内整理

1.調査の方法

(1)グリツドの設定と遺構名

グリッドは平面直角座標系 (第 X系 )に合わせ A・ B地区同時に設定した。調査区の北西に起点 0(X=

98,060、 Y=6,490)を 設け、Oから南東方向に40× 40mのメッシユで調査区全体を大きく区割した。この

大区画には、起点 Oから南に I・ Ⅱ・Ⅲ ―の番号、東にA・ B,C… のアルファベットを付してIA・ ⅡA

と呼称した。さらに大区画を10等分して 4× 4mに小区画し、北から0～ 9、 西からa～ iを付しIAl a・

ⅡB3e等 の小グリッドを設定した。調査区内には、小グリッドに沿つた地点に基 1(X=-98,220、 Y=

6,542)、 基 2(X=-98;140、 Y=6,610)と 補 1～補 8を設置して、区割 り及び実測の基準点とした。 (第

6図 )

遺構名は、検出された順に小グリツド名を付し、同一グリツド内に同様な遺構が複数ある場合は①、②を

つけて、IA2b住居跡、ⅡB3c①土坑等と呼称した。遺構が複数のグリッドにかかる場合は、より若い

区画名を取つたが厳密なものではない。

(2)粗掘と検出・遺構の精査と遺物の取 り上げ

平成 9年度の遺跡調査の際、遺構検出面までの深さおよび層序の確認のため、調査区全体に幅約 2mの ト

第6図 グリッド配置図
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レンチを設定している。その結果、表土より下の層には縄文時代の遺物が包含されていることが確認され、

表上のみ重機 (パワーショベル)を使用して除去を行なつた。

今回の調査は、この表土除去後からの行程となり、すべて人力によつて遺構の有無を確認しながら掘り下

げ、検出を行なつた。検出された遺構は住居跡は4分法、土坑類は2分法を原則として精査を行なつたが、

必要に応じてその他の方法も併用した。精査の各段階において図面の作成や写真撮影を通宜行なつた。

遺構内出土遺物は、埋上では層位に分けて取り上げ、床面や底面出上の遺物は、必要に応じて写真撮影、

図面作成の後に取り上げた。遺構外出土遺物については、グリツド毎に出上した層位を記して取り上げた。

(3)実測と写真撮影

遺構の平面実測にあたつては、トータル・ステーシヨンを用い基準点を設定する簡易的な遣り方測量を行

つた。実測図は平面図・断面図とも1/20縮尺での作成を原則としたが、住居内の炉の断面や焼土遺構・配石

遺構は1/10の縮尺で図面を製作した。

写真撮影は6× 7cm判カメラ (モノクロ)をメインとし、これに35mm判カメラ2台 (モノクロ・カラーリ

バーサル)を補助カメラ、ポラロイドカメラ 1台をメモ的な用途として使用した。また、調査終了前に小型

飛行機による空中写真 (6× 7cm判モノクロ・カラー)の撮影を行つた。

2.室内整理
室内での作業は、野外調査で作成した遺構図面の点検と補正および トレース、遺物の接合・復原・仕分け

などを行ない、次に実測・計量・拓本・写真撮影・トレースを並行して進め、図版を作成した。個々の整理

方法および縮尺は次のとおりである。

(1)遺構

遺構配置図は発掘調査時に作成した図面を基に 1/200の縮尺図を作成し、仕上がり1/600で掲載した。各

遺構図面は以下の縮尺を原則としたが、一部に変更もあり、図面にはそれぞれスケールを付した。住居跡の

平・断面図… 1/50、 炉の断面図… 1/25、 土坑の平・断面図… 1/50、 焼土遺構・配石遺構の平・断面図… 1

/25。 なお、平面図における北印は座標北を示す (基 1における真北方向角は 0° 02′ 52"西偏する)。

(2)遺物

土器の実測は原則として、反転実測が可能なもの (日縁部・底部が 1/4以上残存するもの)に限つたが、

器面に凹凸が著しく、拓本では表現出来ないものや、大型の破片については平面実測して掲載した。また、

地紋のみが施されているものや、文様が単純なものは、中軸線の左側 1/2のみを図化した。掲載遺物の縮

尺率は次のとおりであるが、遺物によつてはこの限りではない。土器の実測図・拓本… 1/3、 剖片石器・

石製品:・・1/2、 磨製石斧・礫石器… 1/3、 大型の上器… 1/5。

遺物写真の縮尺については、ほぼ実測図に準じている。また、実測図中の遺構・遺物の表現や、使用した

記号・スクリーントーンについては、凡例を第 7図に示した。
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第 7図 実測図凡例
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Ⅳ.検出された遺構と遺物

今回の調査で検出された遺構は、竪穴住居跡 8棟、焼土遺構 2基、土器埋設遺構 1基、土坑23基、溝跡 3

条、段状遺構 1基である。竪穴住居跡、焼土遺構、土器埋設遺構、調査区南端の、Dlb① ,②土坑を除く
その他の上坑は、検出面及び出土土器から縄文時代の遺構である。その他の上坑と溝跡、段状遺構について

は、時期を決定づける遺物の出土はない。

遺物は、全部で大コンテナ10箱で、その内土器は縄文時代の上器が中心で 9箱、石器が 1箱である。石器

の主なものとしては、石鏃、石匙、箆状石器、磨製石斧、磨石類である。そのほかに、古銭が 5枚出上して

いる。

1.竪穴住居跡
ⅡCle住居跡
遺橋 (第 8図 ・写真図版 3)

(検出状況・重複関係〉調査区北端、標高347m付近に位置する。ⅡC2e① ,②土坑の精査中に床面を検
出した。土坑と重複するが、本住居跡の方が古い。

(規模・平面形〉東西2.3m、 南北3.lmのいびつな隅丸方形を呈する。

(埋土〉図化できなかつたが、炭化物を含む黄褐色・褐色上であった。

(壁 ・床面〉壁は緩く外傾し、北壁の壁高は30～40cm位である。南壁から東壁にかけてはⅡC2e①・②土
坑に切られている。床面北西隅に20× 4× 26cmの角礫が立ててある。

(柱穴〉検出されなかつた。

(炉〉床面中央付近まで土坑によつて切られているので、不明である。

遺物 (第 18図  1)

(出土状況〉埋土中から土器数点が出上している。石器の出土はない。

(土器〉 1は深鉢の日縁部で、単節の原体を横に回転している。

時期 出上した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

ШC4f住居跡
遺橋 (第 8図 ・写真図版4)

(検出状況・重複関係〉調査区北側標高345m付近で風倒本の黒褐色土を除去中、炉の焼上を検出した。当

初、重複関係にあるIC4f土 坑中の投げ込みの焼土と誤認して、先に上坑を精査してしまつたが、その後
焼土が土坑外にも続くことが確認され、本住居は土坑埋没後に構築されたことがわかつた。東側と南側は風

倒本によつて攪乱を受けている。

(規模・平面形〉検出されたのが、炉と柱穴のみであるので、規模や平面形については不明である。炉と柱

穴との距離が2m前後あるので、規模は約4m程度と推定される。
(壁 ・床面〉壁は検出できなかつた。床面は柱穴が検出された面よりも、焼上が検出された地点が低くなる

浅い窪み状をなしている。

(柱穴〉3基検出した。規模は、径が60cm、 深さが50～ 60cmである。いずれも炉と見なした焼上の北西側に

位置している。東側と南側は風倒本によつて破壊されたものと思われる。
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く炉〉地床炉で、焼上の範囲は96× 30cm、 厚さ15cmの ひようたんのような形をしている。東側が、検出面よ

り高くなつているのは、風倒木によつて盛り上げられたためと思われる。

遺物 (第 18図  2～ 5)

く出土状況〉土器 4点がいずれも柱穴 Pl・ 2から出土している。

(土器〉 2、 3は深鉢で沈線を主体とする文様をしている。 2は波状日縁の波頂部にC字文、頸部は磨消、

肩部には横長の楕円形文、その文様の間には 1な いし2個の刺突がある。胴部には、下部が開いた沈線区画

に磨消を行つている。 3も胴部下半のみだが、縦長の沈線によつて施文される。4は頸部に連鎖状隆帯がめ

ぐる。

時期 出上した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

ⅡC8j住居跡

遺構 (第 8図 ・写真図版 5)

(検出状況・重複関係〉調査区中央標高341m付近で、黒褐色上の広がりで検出した。重複関係はないが、

南側に位置するⅡC9j住居との距離は、1.4mと近接している。

(規模・平面形〉2.3× 2,Omの 円形に近い楕円形を呈する。北西に張り出しがあるが住居に伴うものか不明

である。

(埋土〉焼土や炭化物を含む黒褐色上、暗褐色上、にぶい黄褐色上の3層からなる。

(壁 ・床面〉壁は僅かに外傾する。床面は斜面下方に向かつて僅かに傾き、締まりがある。

(柱穴〉検出されなかつた。

(炉〉地床炉と思われる焼土が、床面南西寄りから検出された。焼土形成後に設置された礫のため切られて

いるが残存する部分では、厚さ5cm、 30X30cmの 範囲を持つ。焼上の南西側に、32× 20X10cmの 円礫が側面

を上下になるように立ててある。設置されたのは、焼土形成後である。

遺物 (第 18図  6・ 7)

(出土状況〉埋土中から土器 1点と円盤状土製品 1点、剰片 1点が出土している。Fll片には使用痕が認めら

れなかつたので図化及び記述は省略した。

(土器〉 6は胴部破片で、3状の平行沈線で倒卵状のモチーフの中に渦巻文を施文するものと見られる。 7

は径が5,0× 4.5cm、 厚さ7mm、 重量20,38の 円盤状土製品である。

時期 出上した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

ⅡC 9 etと居跡

遺構 (第 8図 ・写真図版 6)

(検出状況・重複関係〉調査区中央標高343m付近で、炭化物・焼土を含む黒褐色土、暗褐色上の広がりと

して検出した。重複関係はないが、南側に隣接するⅢCOe住居とは、2.5mしか離れていない。

(規模・平面形〉斜面下方にあたる南壁は残存していないが、東西2.2m、 南北 2mの隅丸方形に近い橋円

形を呈すると見られる。

(埋土〉炭化物、焼土、褐色上の混在する黒褐色上、暗褐色土からなり、人為的に埋め戻されたような堆積

状況である。床面から炭化物が検出できなかつたが、焼失住居の可能性がある。

(壁 ・床面〉壁は緩く外傾する。床面は、斜面下方に僅かに傾斜し、比較的締まりがある。
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く柱穴〉検出されなかつた。

(炉〉床面中央東寄 りで、24× 10× 27cmの扁平な円礫の立石を検出した。床面中央側に僅かに傾いている。

石囲炉として精査を進めたが、その他の石の抜き取 り痕や焼土は検出されなかつた。炉とは別な意味を持つ

遺構と考えられる。

遺物 (第 18図  8～ 10)

(出土状況〉埋土中から3点の上器が出上した。

(土器〉 8・ 9は頸部で隆帯か沈線で文様帯を区画し、日縁部は磨消され無文になる。いずれも日唇から刻

みのある隆線が懸垂する。胴部の文様は沈線文が主体となる。10は波状日縁をなす深鉢である。波頂部から

下がる隆帯が日縁を巡る。

時期 出上した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

ⅡC9j住居跡

遺橋 (第 9図 写真図版 7)

(検出状況・重複関係〉調査区中央標高401m付近で、黒褐色上の広がりとして検出した。北西壁側で、Ⅱ

C9j土坑と重複する。また、本住居の北側に位置するⅡC8j住 とは、1.4mしか離れていない。

(規模・平面形〉長径3,7m、 短径3.2mの不整な楕円形を呈する。

(埋土〉上から微量の炭化物を含む黒色上、暗褐色土と斜面上方側に埋積した炭化物を含む褐色上で構成さ

れる。褐色土と暗褐色上の間に焼上のプロツクを含む。

(壁・床面〉北壁は直立するように立ち上がるが、その他の壁は緩く外傾する。床面は締まりがあり、中央

付近が周辺より6～ 12cmほど低くなり窪んでいる。床面状には、径が20～ 50cm位の亜角礫が数個散在して

いる。また、南西壁の埋土上部から、コの字状の配石を検出した。住居に伴うものかは確認できなかつた。

(柱穴〉Pl～ P8の 8本を検出した。P2、 P3、 P6は深さや形状から柱穴にしてもよいと見られる力言、

配置等は不明である。

(炉〉床面中央西寄りの位置に、焼土を検出した。規模は30× 30cmの範囲で、厚さは1lcrnである。あまり焼

成が良くない。

遺物 (第 18・ 19図 H～ 19)

く出土状況〉埋土中から土器 8点、石器 1点および剥片 8点が出上している。剥片は図化・記述を省略した。

(上器〉11・ 12はいずれも波状日縁をなす地文のみの深鉢で、13も 含めて上部は縄文原体を横回転させたの

ち縦回転して羽状縄文のようにしている。14は沈線文、15～ 18は地文のみの深鉢である。

(石器〉19は微少fll離痕を有する象J片石器で、内湾した刃部の両端には付着物が見られる。

時期 出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

ⅢCOe住居跡

遺構 (第 9図 ・写真図版 8)

(検出状況・重複関係〉調査区中央やや西寄り標高342m付近で、遺構検出作業中石囲炉を検出した。他の

遺構との重複はないが、ⅡC9e住居とは2.5mの距離にある。

(規模・平面形〉石囲炉より北側のみの検出であるので、正確な規模・平面形は不明だが、検出された部分
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から推測すると、長径が4m弱、短径が3mの楕円形を呈すると見られる。

(埋土〉多量の炭化物や焼土を含む黒褐色土、暗褐色土で構成される。特に北壁よりの3層 には焼上のブロ

ックや炭化材が多いので、焼失住居の可能性がある。また、北壁に近い2層中から、長径が10～50cmの円礫

がまとまつて検出された。本住居が焼失したか廃棄した後に、入り込んだものと思われるが元々住居の周囲

にあつたものと思われる。

(壁・床面〉住居の北西側のみの検出であるが、壁は緩く外傾し、床は平坦で締まりがある。炉より南東側

は削平を受けている。

(柱穴〉 Pl～ Hの 11本が検出しているが、配置、深さ、形状からPl、 P2、 P3、 P7、 P8、 P9の

6本が主柱穴と見られる。比較的壁に近い位置に構築されている。また、 P6、 P10、 PHは立て替え以

前の柱穴の可能性がある。

(炉〉柱穴の位置が住居の壁と接しているのであれば、炉は床面中央よりやや南西に寄つている。規模は、

東西64cm、 南北60cmのほば円形に近い楕円形を呈し、焼土は最大で厚さ5cmであるが、あまり焼成は良くな

い。長径が10～30cmの 11個の円礫によつて構築されており、南西側に隙間があるが、抜き取り痕はなかつた。

遺物 (第19図 20～ 23)

(出土状況〉埋上、床面、柱穴から土器 3点、石器 1点、剰片 5点が出土した。

(土器〉20は小型の壷で床面直上から出土した、頸部と胴部には縦に貫通孔のある突起が2対ついている。

(石器〉23は割れた円礫で、側面には敲打による壊滅痕、表面には摩擦痕がある。

時期 出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

ⅡC3d住居跡
遺橋 (第 10図 ・写真図版 9)

(検出状況・重複関係〉調査区中央西寄りの標高339m付近で、炉の焼土を検出した。南側は風倒本によつ

て攪乱を受けている。他の遺構との重複はない。

(規模・平面形〉北側のみの検出であるが、長径が2.6m程度の円形か楕円形を里するものと思われる。

(埋土〉炭化物を含む黒褐色上、暗褐色上で構成される。

(壁 ・床面〉検出された北壁は、内湾気味に立ち上がる。床面は、斜面下方に向かつて傾斜する。また、床

面北西隅から、8× 6× 10cmの 円礫の立石を検出した。

(柱穴〉検出されなかつた。

(炉〉床面ほぼ中央と見られる位置から、焼土を検出した。68X34cmの 不整な橋円形に広がり、厚さは5c節

程度で、あまり焼成は良くない。焼上の南側に、表面が焼成を受けた長さ40cmの円礫があるが、これは自然

に埋まつていた石を台石等に利用したものであろう。

遺物 (第 19図 24)

(出土状況〉埋土中から土器 1点、最J片 4点が出土しているが、剥片については使用痕が認められないので、

図化および記述は省略した。

(土器)24は地文のみの深鉢の破片である。

時期 出土した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。
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ⅢC3g住居跡

遺構 (第 10図 ・写真図版10)

(検出状況 。重複関係〉調査区中央標高339m付近で、黒色上、黒褐色上の広がりとして検出した。Ⅲ C4

g土坑と重複するが、本住居の方が古い。本遺跡で最大の住居で、これより南側 (斜面下方)に は住居は検

出されなかつた。

(規模・平面形〉東壁と南壁に張り出しがあるが、長径が5.3m、 短径が3.6mの不整な長精円形を呈する。

(埋土〉主に黒色上、黒褐色土の2層で構成され、北壁及び西壁寄りには、炭化物を含む褐色上が堆積して

いる。いずれの埋上にも遺物が大量に含まれている。住居の中央付近の埋± 2層 には、多量の焼土ブロック

が含まれている。

(壁 ・床面〉壁は緩く外傾し、床面は締まりがあり、斜面下方に向かつて僅かに傾斜する。

(柱穴〉17本検出した。それぞれの柱穴の位置や重複するものの新旧関係から、 Pl、 3、 4、 6、 8、 9、

10、 13と P14、 15、 5、 7、 8、 9、 11、 12の 2通 りの柱穴配置が考えられ、いずれも8本柱で構成されて

いる。内側に位置するP15の上部が焼成を受けているので、本住居は拡張されていることがわかる。

また、南西壁際と床面中央より東寄りの位置で、径10～56cmの円礫数個を検出した。

(炉〉床面中央から地床炉と見られる焼上を検出した。規模は250× 70cmの範囲の長楕円形に広がり、厚さ

は最大で10cmで ある。床面よりも約 3～ 5cm高い位置で検出した。

遺物 (第 19～ 21図 25～52)

(出土状況〉埋土中、床面、柱穴から土器20点、石器 8点、剰片14点が出上している。

(土器〉26～ 31は 1ないし2個の大きめの刺突と沈線文が主体の上器で、32～ 36は沈線文のみの土器である。

25、 37は波状日縁を呈する地文のみの深鉢、40、 41は頸部に大きめの隆帯が巡る壺型の上器である。42は深

鉢の胴部であるが、沈線で J字状のモチーフを描きその内部を磨り消ししている。

(石器〉45は箆状石器で、粗い調整で刃部を形成している。46は小さめの縦型dll片の端部に片面から調整を

加えたものである。47は磨製石斧の刃部付近の破損したもので、48～51は磨石類に分類される礫石器であ

る。

時期 出上した土器の特徴から縄文時代後期前葉期の遺構の可能性が高い。

2.焼 土遺構
ⅡC4 a焼土遺構 (第11図 ・写真図版16)

調査区北側西寄りの標高345m付近のⅡ層遺構検出作業中に検出した。86× 60cmの不整橋円形の範囲を持ち、

最大12cmの厚さを持つ現地性の焼上である。焼成はあまり良くない。焼上の北側20cmに20X15X10cmの亜角

礫がある。住居の炉の可能性があるので周辺の検出を進めたが、柱穴は検出されなかつた。

ⅡC 7e焼土遺構 (第H図・写真図版16)

調査区中央の北西寄りの標高344m付近のⅡ層遺構検出作業中に検出した。■2× 64cmの不整橋円形の範囲を

持ち、最大10cmの 厚さを持つ現地性の焼上である。周辺をⅢ層まで掘 り下げたが柱穴は検出されなかつた。

3.土器埋設遺構
ⅢC4f土器埋設遺橋 (第H図 ・写真図版16)

調査区中央やや西寄りの標高339m付近のⅡ層遺構検出作業中に、上器を検出した。また、土器に接し、北

-15-



東側に広がる焼土も同時に検出した。焼土は、130× 100cmの 不整の三角形をし、最大 6cmの厚さを持つ。土

器に近い部分の焼土は、表面を僅かに削つたところ無くなるくらいあまり焼成は良くない。土器から東南東

80cmに フラスコ形のⅢC4f土 坑がある。また、周囲をⅢ層まで掘 り下げたが、柱穴は検出されなかつた。

遺物 (第21図 53)

(出土状況〉埋設されていた土器である。検出された時点では底部付近のみの出上であつたが、周辺から出

上の胴部と接合した。

(土器〉53は底部に網代痕を持つ深鉢である。焼成を受けている。

時期 出上した土器の特徴から縄文時代後期の遺構の可能性が高い。

4.土坑
IC 9 a土坑 (第11図 ・写真図版 11)

遺構 調査区北端西寄 りの標高349m付近に位置する。Ⅲ層上面で検出した。平面形は開日部径48× 42cm、

底部径42× 38cmの不整の橋円形を呈する。断面形は図化しなかつたが、深さ46cmのビーカー状をしている。

埋土は、主に黒褐色上、暗褐色土で、土坑内からの出土遺物はないが、埋土や検出面から縄文時代の遺構と

考えられる。

ⅡCOe土 坑 (第■図・写真図版H)

遺構 調査区北端、標高348m付近のⅢ層上面で検出した。平面形は開日部径80× 74cm、 底部径58× 56cm

の楕円形を呈し。断面形は、深さ72cmの ビーカー状をしている。埋土は、主に黒色土、黒褐色上、暗褐色土

で構成され、底面や壁面近くには濁 りのある黄褐色上が堆積している。出土遺物はないが、埋土や検出面か

ら縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡCOh土 坑 (第H図 ・写真図版 11)

遺橋 調査区北端の東寄 り、標高347m付近のⅢ層上面で検出した。平面形は開田部径62× 50cm、 底部径

53× 52cmの 円形に近い楕円形を呈する。断面形は、深さ48cmの袋状をしている。埋土は、上から黒色上、暗

褐色上、底面近 くは灰黄褐色上が堆積している。出土遺物はないが、埋土ゃ検出面から縄文時代の遺構と考

えられる。

ICOj土坑 (第■図・写真図版11)

遺情 調査区北端の東寄り、標高347m付近のⅢ層上面で検出した。平面形は開口部径134X122cm、 底部

径95× 68cmの不整の楕円形を呈する。断面形は、深さ60cmの逆台形状をしている。埋土は、上から黒色上、

暗褐色上で構成されている。出土遺物はないが、埋土ゃ検出面から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC2e①土坑 (第 H図・写真図版12)

遺橋 調査区北寄りの標高347m付近で、黒色上の広がりを精査中に検出した。ⅡCle住居跡とⅡC2
e②土坑と重複する。本土坑が最も新しく、住居跡、②土坑を切つている。平面形は、検出時の開口部径97

×80cm、 底部径57X48cmの 楕円形を呈する。断面形は、深さ58cmの逆台形状をしている。埋土は、土坑と

して確認した後に図化したため、底面付近しかないが、上部は、黒色上、黒褐色土で構成される。下部には炭
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化物を含む黄褐色上が混じる。出土した土器から、縄文時代後期の遺構と考えられる。

遺物 (第21図 54・ 55)

(出土状況〉埋土中から土器 2点、剖片 1点が出上している。剰片には使用痕跡が認められないので図化 ・

記述は省略した。

(土器〉54、 55と も地文のみの上器で、いずれもLRの原体を横回転した後縦回転し、羽状縄文のように施

文している。同一個体の可能性がある。

ⅡC2e②土坑 (第 11図 ・写真図版12)
遺橋 調査区北寄りの標高347m付近で、黒色上の広がりを精査中に検出した。ⅡCle住居跡とⅡC2e
②土坑と重複する。本土坑は、住居跡を切つて構築され、②土坑に切られている。平面形は、北西側を土

坑によつて切られているが、開日部径142× 145cm以上、底部径60× 62cm以上の楕円形を呈すると思われる。

断面形は、壁が緩く外傾する深さ38crnの逆台形状をしている。埋土は、主に黒色上、黒褐色上で構成されが、

黒褐色土中に投げ込みと思われる焼土が含まれる。底面上で37× 22X10cmの 焼成を受けた円礫を検出した。

出土遺物はないが、重複関係から縄文時代後期の遺構と考えられる。

ⅡC 2j土坑 (第12図 ・写真図版12)

遺橋 調査区北寄りの標高345m付近で、黒褐色上の広がりとして検出した。北側は風倒木によつて攪乱
を受けている。平面形は、北側が不明だが、短径96cm、 長径は確認できた部分で160cmの長橋円形を呈する

ものと見られ、断面形は、深さ28cmの浅い逆台形状をしている。埋土は、上部が黒褐色土、下部が黒色上の

2層からなる。底面はかなり締まりがある。出土遺物はないが、埋土や検出面から縄文時代の遺構と考えら

れる。

ⅡD2a土 坑 (第12図 ・写真図版 14)

遺橋 調査区北東寄 りの標高345m付近のⅢ層上面で検出した。平面形は、開日部径76× 72cm、 底部径60
×60cmの ほば円形を呈し、断面形は、深さ14cmの浅皿状をしている。埋土は、黒褐色上の単層である。出土

遺物はないが、埋土ゃ検出面から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC3 e土坑 (第12図 ・写真図版 12)

遺構 調査区北寄 りの標高346m付近の出土土器の多い風倒木の黒色土を精査中検出した。西側には風倒

木がある。平面形は、開日部径 156× 136cm、 頸部径96× 83cm、 底部径 104× 98cmの不整な楕円形を呈し、断

面形は、深さ62cmの フラスコ状をしている。埋土は、主に黒色上、黒褐色土で構成され、壁際に暗褐色土、

褐色上がある。地山に含まれる石英安山岩の30～ 40cmの円礫が開口部周辺に露出していた。底面直上の出土

土器の特徴から縄文時代後期の遺構と考えられる。

遺物 (第21図 56～ 61)

(出土状況〉埋土中と底面直上から土器が 6点、承J片が 7点出土している。剰片には使用痕跡がない。

(上器〉56は底面直上で横位の状態で出上した地文のみの深鉢で、底部はなかつた。 6単位の波状日縁を呈

し、地紋の一段目は原体を横回転した後、それより下部は縦回転し羽状縄文になるように施文している。57、

58は 日縁の中空突起である。59、 60は波状日縁を持つ土器の波頂部で沈線や隆帯が頸部に巡るものである。

-17-



ⅡD3d土坑 (第 13図 ・写真図版14)

遺橋 調査区北東寄りの標高343m付近で、風倒木の黒褐色上を精査中に検出した。平面形は、開日部径

98× 80cm、 頸部径72× 54cm、 底部径104× 96cmの楕円形を呈する。断面形は、深さ88cmのフラスコ状をして

いる。埋土は、主に黒褐色上であるが、頸部付近と底面近くには、地山の崩壊土と見られる黄褐色上が堆積

している。時代を決定する出土遺物がないが、検出面や埋上の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC4f土坑 (第 12図 ・写真図版13)

遺構 調査区北寄りの標高345m付近で、風倒木の谷褐色土を精査中に検出した。ⅡC4f住 居と重複す
るが、住居の炉焼上が、本土坑の埋土上に形成されているので土坑の方が古い。平面形は開口部径106× 86

cm、 最も広がる部分の径は108× 82cm、 底部径90× 78cmの 楕円形を呈する。断面形は、深さ100cmの 中央付近

が広がる袋状をしている。埋土は、主に焼土や庚化物を含む褐色砂質上で、上部には、ⅡC4f住居の焼土

がのり、頸部付近にも、投げ込みとみられる焼土がある。人為的な埋没と見られる。出土土器の特徴から縄

文時代後期の遺構の可能性が高い。

遺物 (第22図 62～ 68)

(出土状況〉埋土中から土器が3点、磨石類 2点、永J片が 5点出上している。剖片には黒曜石が 1点あり図

化した。

(土器〉62は胴部より上の深鉢で、3単位の中空突起を持ち、突起と突起間の刺突から弧状文が下にのびる

起点になる部分の沈線間には、 S字文を施文している。63は沈線文、64は波状日縁である。66は比較的大き

めの窪みを持つ凹石である。

ⅡD4c土坑 (第 13図 ・写真図版14)

這情 調査区北西寄りの標高343m付近のⅢ層上面で検出した。重複関係はない。平面形は、開口部径76
×60cm、 底部径は52× 48cmの精円形を呈する。断面形は、深さ36crnの円筒状をしている。埋土は、黒色土と

にぶい灰黄褐色土からなる。検出面や埋上の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC5e土坑 (第 12図 ・写真図版13)

遺構 調査区北寄り標高345m付近のⅢ層上面で、黒褐色土の広がりとして検出した。他の遺構との重複

関係はない。平面形は、開口部径102× 92cm、 底部径68× 51cmの橋円形を呈する。断面形は、深さ68cmビ

ーカー状をしている。埋土は、上部が黒褐色上であるが、主に炭化物を含む黄褐色土、褐色土による埋没

である。出土遺物から縄文時代の遺構と考えられる。

遺物 (第22図 69)

く出土状況〉埋土中から土器 1点、剥片 2点が出上している。剰片には使用痕跡はない。

(土器〉69は木葉痕のある深鉢の底部である。

ⅡC7e土坑 (第 12図 ・写真図版13)

遺情 調査区中央僅かに北西に寄つた標高344mの Ⅲ層上面で、黒色上の広がりとして検出した。他の遺

構との重複はないが、北側 lmにⅡC7e焼土がある。平面形は、開日部径117X94cm、 底部径58× 50cmの

橋円形を呈する。断面形は、深さ53cmの ビーカー状をしている。埋土は、主に黒色上、黒褐色土、暗褐色土

-18-



で構成される。検出面や埋上の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC7g土坑 (第12図 ・写真図版13)

遺橋 調査区中央僅かに北西に寄つた標高343mの Ш層上面で、黒色上の広がりとして検出した。他の遺
構との重複はない。平面形は、開日部径70× 62cm、 底部径28× 12cmの 楕円形を呈する。断面形は、深さ98cm

の円筒状をしている。埋土は、主に黒色土、暗褐色土で構成される。検出面や埋上の特徴から縄文時代の遺

構と考えられる。

ⅡC8d土坑 (第 12図 ・写真図版15)
遺構 調査区中央西寄りの標高344mの Ⅲ層上面で、風倒木の黒色土掘り下げ中に検出した。平面形は本
痕の攪乱を受けているが、開日部径68× 63cm、 底部径34X30cmの楕円形を呈する。断面形は、図化できなか

つたが、深さ33cmの円筒状をしている。埋土は、黒褐色土の単層である。底面に締まりがある柱穴状の土坑

である。検出面や埋上の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC8e土坑 (第12図 ・写真図版14)

遺橋 調査区中央西寄りの標高343mの Ⅲ層上面で、風倒木の黒色土掘り下げ中に検出した。平面形は、
開日部径84× 78し111、 頸部径52X48crn、 底部径42× 38crnの橋円形を呈する。断面形は、深さ56cmの円筒状をし

ている。埋土は、黒褐色上で構成されている。底面に締まりがある柱穴状の上坑である。検出面や埋上の特

徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅡC9j土坑 (第 13図 ・写真図版 7)

遺橋 調査区中央標高341m付近で、黒褐色上の広がりとして検出された。南側はⅡC9j住居と重複す
るが、埋上の状況から本土坑の方が新しい。検出した部分の壁の続き方から、平面形は長径が2m、 短径 1

m以上の精円形を呈するものと見られる。断面形は、深さ32cmの中央が窪んだ浅皿状をしている。埋土は、

黒褐色土の単層である。検出面や埋上の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅢCOj土坑 (第 13図 ・写真図版15)

遺構 調査区中央標高340mで黒褐色上の広がりとして検出した。当初は風倒木として掘り進めたので、
断面は図化していない。他の遺構との重複はないが、ⅡC9j住居の南側2.3mに 位置している。南東壁は
削平を受けている。平面形は、開日部径266× 160cm、 底部径152 X l17cmの 楕円形を塁する。断面形は、深さ

15し 111の浅皿状をしている。底面は、斜面下方に向かつて傾斜しており、中央に径60× 30cFn、 深さ10cmの橋円

形の副穴がある。埋土は、黒褐色上の単層である。出土した土器の特徴から縄文時代後期の遺構と考えられ

る。

遺物 (第22図 70・ 71)

(出土状況〉埋土中から土器 1点、不定形石器 1点が出上している。

(土器〉70は胴部上半の破片である。頸部を巡る沈線から弧状文や橋円文が施文されている。71は縦型の承J

片に片方から調整を加え刃部を作り出している。
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ⅢC4f土坑 (第 13図 ・写真図版15)

遺構 調査区中央標高339m付近で、Ⅲ C4f土器埋設遺構の周辺の曜 掘り下げ中に検出した。重複関
係はないが、ⅢC4f土器埋設遺構は西南西80cmに位置する。平面形は、開口部径62× 55cm、 頸部径56×
44cm、 底部径62× 56cmの楕円形を呈する。断面形は、深さ72cmの フラスコ状をしている。埋土は、上 。中部

が黒褐色土、底部付近は暗褐色上で構成される。出上した土器の特徴から縄文時代後期の遺構と考えられる。

遺物 (第 22図  72・ 73)

(出土状況〉埋土中から土器 2点、RIJ片 4点が出土している。剰片には使用痕がない。

(上器〉72、 73は顕部を巡る沈線から弧状文や楕円文が施文されている。

ⅢC4g土坑 (第 13図 )
遺構 調査区中央標高339m付近に位置する。Ⅲ C38住居精査中、住居の埋土断面で上坑を検出した。
住居の西壁に接するように構築されている。住居の埋上を切つているので住居より新しい。西壁以外は住居

の埋土除去によつて僅かに底部だけである。平面形は、開日部径100X74cm、 底部径56× 53cmの橋円形を呈

する。断面形は、深さ50cmの円筒状をしている。埋土は、黒褐色土と暗褐色上の2層からなる。検出面や埋

上の特徴から縄文時代の遺構と考えられる。

ⅢDlb①上坑 (第 13図 ・写真図版15)
遺橋 調査区南端標高333m付近で検出した。平面形は、開口部径98× 86cm、 底部径24× 20cmの楕円形
を呈する。断面形は、深さ36cmの浅鉢状をしている。埋土は黒褐色土からなるが、底部はかなり締まりが

あリグライ化している。東に位置する、Dlb②土坑とは50cmしか離れていない。断面形や埋土、底面が
堅く締まることから2つの上坑は対になるように構築された可能性がある。時期不明である。

ⅣDlb②土坑 (第 13図・写真図版15)
遣構 調査区南端標高333m付近で検出した。平面形は、開日部径76× 73cm、 底部径21× 20cmの円形に近
い楕円形を呈する。断面形は、深さ28cmの浅鉢状をしている。埋土は暗褐色土からなるが、底部はかなり締

まりがあリグライ化する。ⅣDlb①土坑とは、対になる可能性がある。時期不明である。

5.溝 跡
ⅡB6i溝跡 (第 14図 ・写真図版17)

調査区中央を北西―南東に横切る。長さ89m、 幅40～ 140cm、 深さ42～ 146cmである。南東隅で2つに分か

れる。元々は、薬研掘りに掘られたようだが、流水のため底面が広くなり、所々に深い穴が見られる。北西

隅は沢の方に、南東側は段丘崖下へ延長するようである。本遺跡ののる斜面下には近世以降に集落が形成さ

れているので、水を引くために構築されたものと見られる。

遺物 (第22図 74～ 76)

(出土状況〉埋土中から縄文土器や剖片が出上している。その内3点掲載した。清跡は新しい遺構なので遺

物は周辺から流れ込んだものであろう。

(土器〉74は波状日縁を呈し波頂部から頸部を巡る隆帯が懸垂している。75は刺突のある中空突起、76は頸

部を巡るものと波頂部から懸垂する連鎖状隆帯が連絡する。日縁部の磨消帯には沈線文が施文される。
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ⅢD5g清跡 (第 15図 ・写真図版18)

調査区南東隅でⅡB6i溝跡と平行し南東に折れ曲がる。一部試掘濤に切られているが、長さ7.4m、 幅
30～ 80cm、 深さ3～ 16cmである。東側は調査区外に延長するようである。埋上の様相から近世以降の遺構と

考えられる。

ⅣC3g溝跡 (第 16図 ・写真図版18)   ｀

調査区中央西寄りの沢に近い位置から、折れ曲がりながらも南南東に延び、Ⅳ C3gグ リッド付近から東
へ折れ曲がりⅣ DOiグ リツド付近で途切れる。一部風倒木、試掘溝に切られているが、長さ85.4m、 幅は
平均して30crn程度で、深さも30cln程度である。東側は調査区外に延長するようである。埋上の様相から近世

以降の遺構と考えられる。

6.段状遺構 (形状から仮に命名した)(第 15図 ・写真図版l働
調査区中央東寄り標高338mで検出された。斜面下方に直角に長軸を持ち、長さ5.8m、 幅は最大で125cm

の僅かに斜面下方に傾斜するが比較的平坦な面である。平坦面はⅢ層を掘り込んで構築され締まりがある。

埋上の様相から近世以降の遺構の可能性がある。

表 2遺 槽 一 覧 表

No. 遺構名 No. 遺構名 No. 遺構名

1 Ⅱ C le住居跡 ⅡCOh土 坑 IC8d土 坑
つ
ね ⅡC4f住 居跡 ⅡCO,上坑 つ

々 ⅡC8e土 坑

3 ⅡC8j住居跡 Ⅱ C 2e①土坑 う
と ⅡC9j土坑

4 IC9e住 居跡 ⅡC2e②土坑 ⅢCOj土坑
5 ⅡC9j住居跡 ⅡC2j土坑 Ⅲ C4f土 坑

6 Ⅲ COe住 居跡 ⅡD2a土 坑 ⅢC4g土 坑
ワ
ｒ Ⅲ C3d住 居跡 ⅡC3e土 坑 ⅣDlb①土坑
8 Ⅲ C 3g住居跡 ⅡD3d土 坑 ⅣDlb②土坑
9 ⅡC4a焼 土 ⅡC4f土 坑 ⅡB6i溝 跡

ⅡC7e焼 土 ⅡD4c土 坑 ⅢD53溝跡
11 Ⅲ C4f土 器埋設遺構 ⅢC5e土 坑 Ⅳ C3g溝 跡

IC9a土 坑 ⅡC7e土 坑 Ⅲ DOe段 状遺構

ⅡCOe土 坑 ⅡC7g土 坑
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HC5e土坑

A A
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3 10YRS/3によい賞褐色土 含炭化物
4 10YR4/4褐 色土 合徴量炭化物

HC8d土坑

HC3e土坑

A―A
l 10YRl.7/1黒色土 含炭化物
2 10YR3/1 黒褐色土 含炭化肋
3 10YR3/3 暗褐色土 含炭化肋
4 10YR4/4 褐色上 合炭化肋

HC7e土坑

―A
10YRユ .7/1黒色土 合炭化肋
10YR3/1黒褐色土 含炭化肋褐色土プロック
10YR2/1黒 色上 合炭化肋組秒
10YR3/4贈褐色土 合炭化物偶色上プロック
10YR74褐色土 地山崩壊土

HC8e土坑

第12図 土坑 (2)
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遺構名 平面形 規模 (m) 炉の形態 炉の規模 (cm) 柱穴配置 特 徴

ICle 隅丸方形 2.3X3.1 な  し 0 床面北西壁寄り立石

HC4f 不  明 (4,0)以上 地床炉 96X30 3本以上

HC8j 楕円形 2.3X2.0 地床炉 30X30 0 炉焼上を切つて立石

HC9e 楕円形 2.2X2.0 な  し 0 床面中央付近立石

HC9j 楕円形 3.7X3.2 地床炉 30X30 3

ⅢCOe 楕円形 (4,0)X3.0 石囲炉 64X60 6 拡張 ?

ⅢC3d 円or楕円 地床炉 68X34 0 床面北西壁寄り立石

ⅢC38 楕円形 53X3.6 地床炉 250X70 8 拡張

表 3 住居跡一覧表

表4 土坑一覧表

遺構名 平面形 断面形 炉の形態 頸部径 柱穴配置 深 出土遺物

IC9a 楕 円 ビーカー 48X42 42X38

HCOe 橋 円 ビーカー 80X74 58× 56

ICOh 楕 円 袋状 62X50 53× 52

HCOj 不整楕円 逆台形 134X122 95X68

HC2e① 精円 逆台形 97X80 57X48 土器 .剥片(埋土中)

IC2e② 楕 円 逆台形 142X145 60× 62

HC2j 長楕円 浅皿状 (160)X96

HD2a 円 浅皿状 76X72 104× 98

HC3e 不整楕円 フラスコ 156X136 96× 83 104X98 土器(床面直上)

HD3d 楕 円 フラスコ 98X80 72X54 104X96

HC4f 楕 円 袋状 108X86 108× 82 90X78 土器 剥片(埋上中)

ⅡD4c 楕 円 円筒 76X60 52X48

IC5e 楕 円 ビーカー 102X92 68X51 上器 剖片(埋土中)

IC7e 楕 円 ビーカー 117X94 58X50

HC7g 楕円 円筒 70X62 28X12

ICSd 楕 円 円筒 68× 63 34X30

IIC 8 e 楕 円 円筒 84× 78 52× 48 42X38

HC9j 楕 円 浅皿状 200X(100)

ⅢCOj 楕 円 浅皿状 266X160 152 X l17 土器 .剥片(埋土中)
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遺構名 平面形 断面形 炉の形態 頸部径 柱穴配置 深 出土遺物

ⅢC4f 楕円 フラスコ 62X55 56× 44 62X56 土器 .象J片 (埋土中)

ⅢC4g 楕 円 円筒 100X74 56X53

WID 1 b① 楕 円 浅鉢状 96X86 24× 20

ⅥDlb② 楕 円 浅鉢状 76× 73 21× 20

注 :表中の単位はcm  深さは検出面からの深さを表す

( )付は重複や攪乱のために全体を検出できなかつたので数値は検出時の最大径を表す

7,遺構外出土遺物
B地区の遺構外から出上した遺物は、全部でコンテナ 8箱である。種別は縄文土器・土製品・石器・石製

品・古銭であるが、圧倒的に縄文土器が多く、石器・石製品は少ない。

(1) 土器

遺構外からコンテナ (40× 32X30cm)7箱が出上した。出土は、調査区の中央部および北側の斜面上部の

出上が多い。その内容は縄文早期末～前期 (第 I群 )、 中期末葉～後期初頭 (第Ⅱ群 )、 後期前葉 (第III群 )、

その他の後期と見られる土器 (第IV4)、 晩期 (第 V群)の 5つに分けられる。その内、特に出土量が多い

後期の上器については、その文様の特徴と粗製土器の日縁の特徴から5類に分け、縄文早期末～前期につい

ては、3類に分けてみた。晩期の上器については出土量が少ないので細分は行わなかつた。第III群 (後期前

菜)と したものの中には、第■群 (中期末葉～後期初頭)の時期に含まれるものもあると思う。遺構外の上

器で掲載したものは183点である。

第 I群 (縄文時代早期末～前期としたもの)

1類 胎上に繊維が含まれる土器 (掲載番号 77)

2類 日縁に指頭や工具で圧痕や刻みを加えて、波状口縁または鋸歯状装飾になつているもの

3類 竹管による沈線や鋸歯状文、刺突が見られるもの
第 II群 (縄文中期末葉～後期初頭と見られるもの)

(掲載番号 78～ 85)

(掲載番号 86～ 101)

・沈線により」字状文をモチーフとするものや断面が三角形の隆帯を貼付されるものなど

(掲載番号 102～ 105)

第III群 (縄文時代後期前葉としたもの)

1類 連鎖状隆起線文を主とするもの                  (掲 載番号 106～ 110)

2類 連鎖状隆起線文十沈線文によつて施文されるもの          (掲 載番号 Hl～ 116)

3類 沈線文を主とするもの                       (掲 載番号 117～ 214)

4類 壷形の上器                            (掲 載番号 215～ 218)

5類 地紋のみの上器で、波状日縁をもつものや縄文原体を横縦回転し羽状縄文のように施文している
もの

第Ⅳ群 (第III群に含まれると思われる地紋のみの上器及び底部)

第V群 (縄文時代晩期としたもの)

(掲載番号 219～ 225)

(掲載番号 226～ 256)

(掲載番号 257～ 259)
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(2) 土製品

出上しているのは、全て土器片を利用した円盤状土製品である。 (掲載番号 260～ 264)

(3) 石器・石製品

遺構内外から567点の石器 ・石製品が出上した。遺構内から出土は64点 と全体の11.3%で ある。本報告書

では、刃部の作 り出しや使用痕跡が明瞭に認められるRIJ片石器と礫石器、石製品など101点 と黒曜石の承J片

4点を掲載した。また、出上した石器・石製品を形状から下記のように分類してみた。

A群 石鏃遺構外からは4点出上している。
1類 無茎鏃 3点 出上している。
2類 有茎鏃 1点出上しているが、破損している。
B群 石匙 6点出土している。
1類 縦長石匙 5点 出上している。                 (掲 載番号 269～ 273)

2類 横長石匙  1点出上している。                 (掲 載番号 274)

C群 石錐  1点出上している。剰片石器の尖つている部分を利用している。 (掲載番号 275)

D群 箆状石器 14点 出上している。

1類 刃部に両面から調整を加えているもの 1点出上している。
2類 刃部に片面から調整を加えているもの 13点 出土している。
E群 不定形石器 28点出土している。
1類 2次調整が両面から加えられているもの 9点出上している。

2類  2次調整が片面から加えられているもの 15点 出上している。

3類 微少剥離痕を有するもの 4点出土している。
F群 磨製石斧 2点 出上している。いずれも基部のみの欠損品である。

G群 敲石・磨石類 26点出土している。

1類 磨石 8点 出上している。

2類 凹石 4点 出上している。

3類 敲石 単独で使用されたものは出上していない。

4類  112,3類 の特徴が複数表れているもの 13点 出土している。

5類 礫石錘  1点出土している。

H群 石製品 7点 出上している。

1類 有孔石製品 1点出上している。

2類 円盤状石製品 6点 出土している。

I群 黒曜石dll片  3点 出土している。

(4) 古銭

5枚出上している。永楽通宝 1枚 と寛永通宝 4枚が出土している。

(掲載番号 265～ 267)

(掲載番号 268)

(掲載番号 276)

(掲載番号 277～ 289)

(掲載番号 290～ 298)

(掲載番号 299～ 313)

(掲載番号 314～ 317)

(掲載番号 318・ 319)

(掲載番号 320～ 326)

(掲載番号 327～ 331)

(掲載番号 332～ 344)

(掲載番号 345)

(掲載番号 346)

(掲載番号 347～ 352)

(掲載番号 353～ 355)
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No. 仮 出土地点 器種 部位 文様の特徴等 分類

I 4 ⅡCle住 埋土 深鉢 □ LR横 すす Ⅲ 5

2 Ⅱ C 4 fttP 2埋上 深鉢 口～胴 口縁突起 C字状文 頸部刺突 逆U字状文 撚糸 Ⅲ 3

3 Ⅱ C 4 fttP l埋上 深鉢 胴～底 弧状文 撚糸 焼成 Ⅲ 3

4 Ⅱ C 4 fttP 2 深鉢 口 連鎖状隆帯 RL縦 Ⅲ l

5 Ⅱ C 4 fttP l 深鉢 口 撚糸 Ⅲ 5

6 ⅡC8j住西半埋上 深 鉢 月同 平行沈線渦巻文 Ⅲ l

7 ⅡC8j住埋土 円盤状 径 5 0× 4.5cm 厚さ7mm 重量20 3g

8 ⅡC9e住 埋土 深鉢 口 連鎖状隆帯懸垂 隆帯上下刺突 Ⅲ 2

9 ⅡC9e住 埋土 深鉢 頸 連鎖状陸帯懸垂 頸部平行沈線 曲線文 撚糸 Ⅲ 2

ⅡC9e住 埋土 深鉢 口 波状口縁頂部から頸部隆帯連絡 RL縦 Ⅲ 2

ⅡC9j住埋上下部 深 鉢 口～胴 波状口縁 8単位 LR横 縦 Ⅲ 5

ⅡC9j住褐色土 深鉢 口～胴 波状口縁 0段多条横縦 すす Ⅲ 5

ⅡC9j住褐色土 深鉢 口～胴 LR横縦 Ⅳ

ⅡC9j住埋土下部 深鉢 口 平行沈線渦巻文 Ⅲ 3

HC9j住褐色土 深鉢 口 0段多条 Ⅳ

HC9j住褐色土 深鉢 口 波状口縁 RL斜 Ⅲ 5

ⅡC9j住埋土上部 深鉢 口～胴 RL縦 Ⅳ

ⅡC9j住暗褐色土 深鉢 口 撚糸 Ⅳ

1 Ⅲ COe住 床直上 小型壼 頸～底 頸部胴部突起 (貫通孔)2単位 Ⅲ 4

Ⅲ C O ettP 2 深鉢 底 焼成 Ⅳ

ⅢCOe住 埋土 深鉢 口 撚糸 Ⅳ

Ⅲ C 3d住埋土 深鉢 口 LR横  すす Ⅳ

Ⅲ C3g住 暗褐色土 深鉢 口～胴 波状口縁 4単位 網目状撚糸 Ⅲ 5

Ⅲ C3g住 黒褐色土 深鉢 口 波状口縁頂部下部 2個刺突 弧状文 RL横  すす Ⅲ 3

Ⅲ C3g住 暗褐色上 深鉢 口 口唇突起下部剰突 弧状沈線文 撚糸 Ⅲ 3

皿 C3g住 暗褐色土 深鉢 口 口唇突起下部刺突 弧状沈線文 撚糸 すす Ⅲ 3

ⅢC3g住 黒褐色土 深鉢 月同 刺突 渦巻文 LR縦 Ⅲ 3

ⅢC3g住 暗褐色土 深鉢 頸 橋状把手下部刺突 頸部隆帯 沈線弧状文 Ⅲ 2

ⅢC 3 gttP l l 深鉢 用同 平行沈線 竹管刺突 RL縦 Ⅲ 3

Ⅲ C 3 gttP 9 深鉢 月同 沈線区画内楕円形文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C3g住 埋土 深鉢 月同 沈線区画内楕円形文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C3g住 暗褐色土 深鉢 胴 沈線区画内楕円形文 撚糸 Ш 3

Ⅲ C 3 gttP 7 深鉢 口～胴 波状口縁 弧状文 撚糸 すす 皿 3

Ⅲ C 3 gttP 1 0 深鉢 頸 沈線縦区画交互磨消縄文 Ⅲ 3

土器・土製品観察表
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No. 仮 出土地点 器種 部位 文様の特徴等 分類

Ⅲ C3g住 黒褐色上 深鉢 口 波状口縁 網目状撚糸 Ⅲ 5

Ⅲ C3g住 黒褐色土 深鉢 口～胴 網目状撚糸 すす Ⅳ

Ⅲ C3g住 床面直上 深鉢 口 撚糸 Ⅳ

Ⅲ C3g住 黒褐色土 霊 頸 頸部隆帯 Ⅲ 4

Ⅲ C3g住 黒褐色土 壷 頸 頸部隆帯 Ⅲ 4

Ш C3g住 暗褐色土 深鉢 胴 平行沈線 J字状文 RL縦 Ⅱ

Ⅲ C3g住 床面直上 深鉢 口～胴 撚糸 Ⅳ

Ⅲ C3g住 暗褐色土 深鉢 底 網代痕 Ⅳ

Ⅲ C4f埋 設土器 深鉢 胴～底 RL縦 網代痕 Ⅳ

6 ⅡC2e①土坑埋土 深鉢 口～胴 波状口縁 LR横 縦 すす Ⅲ 5

5 ⅡC2e①土坑埋土 深鉢 口～胴 LR横縦 Ⅲ 5

ⅡC3e土 坑埋土 深鉢 口～胴 波状口縁 6単位 RL横 縦 すす Ⅲ 5

7 ⅡC3e上 坑埋土 深鉢 口 中空突起 頸部指頭圧痕隆帯 Ⅲ l

ⅡC3e土 坑埋土 深鉢 口 中空突起 Ⅲ 5

ⅡC3e土 坑埋土 浅鉢 口 頸部沈線 Ⅲ 3

ⅡC3e土 坑埋土 深鉢 口 波状口縁頂部隆帯連絡 Ⅲ 5

ⅡC3e土 坑埋土 深鉢 口～胴 撚糸 すす Ⅲ 5

ⅡC4f上 坑埋土 深鉢 口～胴 複合口縁中空突起 3単位 弧状文 S字状文 RL縦 Ⅲ 3

ΠC4f土 坑埋土 深鉢 胴～底 弧状文 撚糸 焼成 Ⅲ 3

ⅡC4f土 坑埋土 深鉢 口 波状口縁 撚糸 Ⅲ 5

ⅡC4f土 坑埋土 深鉢 底 木葉痕 Ⅳ

ⅡC5e土 坑埋土 深鉢 底 木葉痕 Ⅳ

ⅢCOj土坑埋土 深鉢 口～胴 沈線弧状文 Ⅲ 3

72 Ⅲ C4f上 坑埋土 深鉢 口～胴 沈線弧状文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C4f上 坑埋土 深鉢 胴 沈線弧状文 S字状文 撚糸 Ⅲ 3

ⅡB6i溝 跡埋土 深鉢 口～胴 波状口縁頂部から頸部隆帯連絡 撚糸 Ⅲ 5

ⅡB6i溝 跡埋土 深鉢 口 中空突起 Ⅲ 3

ⅡB6i溝 跡埋土 深鉢 口 連鎖状隆帯 弧状文 Ⅲ 2

ⅡCO,1区 検出 深鉢 口 繊維 LR横

Ⅱ B 4 ittΠ 層 深鉢 口～胴 山形日縁 4単位 波頂部鋸歯状 LR斜 X2

Ⅱ C 3 gttI層 深鉢 口 口唇折り返し肥厚 12

ⅡC3a区 粗堀 深鉢 口 口唇刻み 撚糸 内側ナデ 12

ⅡB5i j区粗堀 深鉢 口 口唇内外押圧 撚糸 焼成 12

ⅡC6g区 。層 深鉢 口 口唇指頭圧痕 口縁貫通孔 撚糸 すす 12

ⅡC9a・ b区粗堀 深鉢 口～胴 LR横縦 すす 12

ⅡC9f杭 周辺検出 深鉢 口 口唇刺突 無節 L すす 12
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Ⅳ C l httI層 深鉢 口 口唇折り返し肥圧 すす 外面ナデ つ
る

ⅡCOh区 検出 深鉢 口 連続刺突区画 半裁竹管文 口唇部刻目肥厚 X3

ICOg区 試掘 深鉢 回～胴 連続刺突区画 半裁竹管文 口唇部刻目肥厚 13

IC区検出 深鉢 頸 連続刺突区画 半裁竹管文 X3

Ⅲ DOa・ b ttI層 深鉢 口 波状口縁口唇刻み 波頂部楕円形文 13

ⅡB5j区風倒木 深鉢 口 刺突中心に斜位に太い沈線 頸部刺突列 すす 13

ΠB5,杭周辺検出 深鉢 口 刺突中心に斜位に太い沈線 頸部剰突列 口唇刻み 13

Ⅲ D4httI層 深鉢 口 口縁上部及び顕部列点 竹管文 13

H C 6 gttI層 深鉢 口 顕部刺突列区画 ボタン状貼付 縦沈線 すす 13

皿 D4a区 検出 深鉢 口 口縁上部及び頸部列点 竹管文 13

ⅡC7b杭 周辺検出 深鉢 口 波状口縁 銀部連続山形文 13

Ⅲ COF g区 粗堀 深鉢 回 波状口縁 口唇折り返し原体押圧 LR横  内面すす 13

ⅢCli j区粗堀 深鉢 回 波状口縁 懸重隆帯指頭圧痕 平行沈線間原体押圧 13

ⅡC3a区 粗堀 深鉢 回 頸部 2条 1対縦隆帯竹管刺突 連続山形文 13

ⅢDOa,b区 検出 深鉢 頸 頸部列点 ボタン状貼付 曲線文 すす 13

ⅡCOg区 試掘 深鉢 月同 半裁竹管刺突列 13

ⅡCOg区 試掘 深鉢 月同 半裁竹管刺突列 13

ⅢC5gttI層 深鉢 口 中空突起 Ⅱ

Ⅱ C 3 dttI層 深鉢 口 顕部隆帯 Ⅱ

ⅡC3c d区 粗堀 深鉢 口 頸部隆帯 Ⅱ

ⅢC0 1j区粗堀 深鉢 口 頸部隆帯 Ⅱ

ⅡC4e区 風倒木 深鉢 口～胴 波状口縁 6単位 連鎖状隆帯 刺突 RLR縦  すす 皿 1

Ⅱ C l dttI層 深鉢 口 連鎖状隆帯 Ⅲ l

ⅡC6g杭 周辺 I層 深鉢 日 波状複合日縁 連鎖状隆帯 Ⅲ l

ⅡC6g杭 周辺 I層 深鉢 口 波状口縁 連鎖状隆帯 RL縦 Ⅲ l

ⅡC7f杭 周辺 H層 深鉢 頸 連鎖状隆帯顕部連結 ボタン状貼付 孤状文 撚糸 Ⅲ l

Ⅲ Dla b ttI層 深鉢 口 波状口縁 連鎖状隆帯懸垂頭部連絡 楕円形文 Ⅲ 2

HC4h区 粗堀 深鉢 口 波状口縁 連鎖状隆帯懸垂 曲線文 LR縦 Ⅲ 2

Ⅱ C l dttI層 深鉢 口 波状日縁 連鎖状隆帯 弧状文 Ⅲ 2

H C 8 ettI層 深鉢 胴 連鎖状隆帯 沈線渦巻文 Ⅲ 2

Ⅱ C 6 fttI層 深鉢 月同 連鎖状隆帯 弧状文 RL縦  すす Ⅲ 2

Ⅱ C 6 fttI層 深鉢 頸 連鎖状隆帯結合部ボタン状貼付 弧状文 Ⅲ 2

Ⅱ C 9jttH層 深鉢 月同 平行沈線縦区画内部曲線文 Ⅲ 3

ⅡC9j区 Ⅱ層 深鉢 胴 平行沈線縦区画内部曲線文 Ⅲ 3

ⅡD l cttI層 浅鉢 口～底 平行沈線渦巻文孤状文 胴部中央上下区画 木菜痕 Ⅲ 3

Ⅲ C6i区 粗堀 深 鉢 口 中空突起 橋状把手 沈線文 刺突 Ⅲ 3
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ⅡC5g区 検出 深鉢 口～胴 中空突起 橋状把手 平行沈線弧状文 LR横  すす Ⅲ 3

ⅡC区検出 深 鉢 口 中空突起 平行沈線文 Ⅲ 3

Ⅲ C2i区 粗堀 深鉢 口 橋状把手 曲線文 all突 Ⅲ 3

ⅡC5h i区 粗堀 深鉢 口 中空突起 頸部内外隆帯 Ⅲ 3

ⅡC4e区 風倒木 浅鉢 口 中空突起 Ⅲ 3

ⅢC3,区試掘 深 鉢 口 中空突起 曲線文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C 5 ittI層 深鉢 口～胴 波状口縁 肩部隆帯 沈線弧状文 LR横 Ⅲ 3

ⅡC4f区 風倒木 深鉢 口 波状口縁 頸部平行沈線 Ⅲ 3

ⅡCle区 粗堀 深 鉢 口 波状口縁波頂部下部沈線橋円文 Ⅲ 3

ⅡCla区試掘 深 鉢 日 波状口縁 沈線文 すす Ⅲ 3

ⅡC3c区 風倒木 深鉢 口 頸部沈線区画 平行沈線弧状文 Ⅲ 3

ⅡC4h区 粗堀 深 鉢 口 波状複合口縁 曲線文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅱ C 3 dttI層 深 鉢 口 波状口縁 波頂部刺突沈線連結 すす Ⅲ 3

ⅡC4e f区 粗堀 深鉢 口～胴 懸垂 2条沈線頸部で曲がる ボタン状貼付 弧状文 Ⅲ 3

I C 5 fttI層 深鉢 口～胴 波状口縁頂部下部刺突 沈線区画内曲線文 LR縦 皿 3

EC5g区 粗堀 深鉢 口 沈線曲線文 LR縦 Ⅲ 3

EC5i区 検出 深鉢 口 複合口縁 曲線文 Ⅲ 3

ⅡC6b区 試掘 深鉢 口～胴 曲線文孤状文 撚糸 すす Ⅲ 3

ⅡC7d区検出 深鉢 回 複合口縁 2個 1対刺突下部橋円形文 LR縦 Ⅲ 3

EC8h区 風倒木 深鉢 口 波状口縁頂部刺突 沈線弧状文 すす Ⅲ 3

ⅡD8c区 検出 深鉢 口 波状複合口縁 S字状文 弧状文 皿 3

ⅡD9b杭 周辺検出 深鉢 口 波状口縁頂部下部円形文 弧状文 撚糸 Ⅲ 3

ⅡD9c区 検出 深鉢 口～胴 波状複合口縁頂部下部貫通孔 平行沈線弧状文 Ⅲ 3

Ⅲ C 2 dttI層 深鉢 口～胴 頸部沈線区画 S字状文 撚糸 すす Ⅲ 3

Ш C2c区粗堀 深鉢 口 頸部沈線 すす Ⅲ 3

Ⅲ C 2e区粗堀 深鉢 口 波状口縁 弧状文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C 4 gttI層 深鉢 口 波状口縁 沈線文 RL縦 Ⅲ 3

Ⅲ C4i区 試掘 深鉢 口 波状口縁 頸部沈線区画 弧状文 RL縦  すす Ⅲ 3

Ⅲ C5h区 粗堀 深鉢 口 波状口縁 弧状文 撚糸 すす Ⅲ 3

Ⅲ C4d区検出 深鉢 口 頸部沈線 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C 2 dttI層 深鉢 口 波状口縁頂部刺突 隆帯懸垂 すす Ⅲ 3

ⅢC4 5j区粗堀 深鉢 口 弧状文 刺突 Ⅲ 3

Ⅲ C3c区 検出 深鉢 口～胴 渦巻文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C3c区 検出 深鉢 口～胴 頸部沈線 撚糸 Ⅲ 3

ⅢC5j区 Ⅱ層 深鉢 口～胴 波状口縁 波頂部下部列点 弧状文 曲線文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C5g区粗堀 深鉢 口 波状口縁 波頂部刺突 曲線文 LRL縦 Ⅲ 3
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ⅢC5j区粗堀 深鉢 口 頸部沈線区画 弧状文 撚糸 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗堀 深鉢 口 波状口縁 波頂部刺突 曲線文 撚糸 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗掘 深鉢 口 波状口縁 頸部隆帯 曲線文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C5g区 粗堀 深鉢 口～胴 波状口縁 波頂部渦巻文 楕円形文 LR横 Ⅲ 3

Ⅲ C5e区 検出 深鉢 日～胴 頸部沈線区画 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C5d区 粗堀 深鉢 口 波状日縁 頸部隆帯 弧状文 Ⅲ 3

Ⅲ C5i区 粗堀 深鉢 口 波状口縁 波頂部刺突 楕円形文 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗堀 深鉢 口 波状口縁 頸部沈線 LR斜 Ⅲ 3

Ⅲ C5i区 粗堀 深鉢 口 波状日縁 波頂部下部円形文 弧状文 LR縦 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗堀 深鉢 口 波状口縁 波頂部下部円形文 弧状文 LR縦 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗堀 深鉢 口 頸部沈線区画 弧状文 RLR縦 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗堀 深鉢 口～胴 頸部沈線区画 曲線文 RL斜 Ⅲ 3

Ⅲ C6e区 風倒木 深鉢 回～胴 波状口縁頂部刺突 顕部沈線区画 弧状文 RL縦 Ⅲ 3

Ⅲ C6h区 検出 深鉢 口 波状口縁 顕部隆帯 弧状文 Ⅲ 3

Ⅲ C6e杭 周辺 I層 深鉢 口 頸部沈線区画 曲線文 LR縦  すす Ⅲ 3

172 ⅢC6j区粗堀 深鉢 口 波状口縁 頸部隆帯 曲線文 Ⅲ 3

Ⅲ C7h区 検出 深鉢 口～胴 波状口縁 沈線区画内曲線文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C7F杭 周辺検出 深鉢 口 波状口縁 弧状文 Ⅲ 3

ⅢDOa・ b ttI層 深鉢 日 平行沈線 曲線文 LR横 Ⅲ 3

Ⅲ DOa・ b ttI層 深鉢 口 票部隆帯 口唇から隆帯懸垂 弧状文 Ⅲ 3

Ⅲ DOa・ b ttI層 深鉢 口 波状口縁 頸部隆帯 曲線文 Ⅲ 3

Ⅲ D l attI層 深鉢 口 波状複合口縁 波頂部内外国唇刺突 Ⅲ 3

Ⅲ D l attI層 深鉢 口 波状口縁突起 すす Ⅲ 3

Ⅲ D5a区 検出 深鉢 口～胴 波状口縁 曲線文 弧状文 RL縦 すす Ⅲ 3

Ⅲ D l attI層 深鉢 日 波状口縁 顕部隆帯 Vll状文 Ⅲ 3

Ⅲ D l bttI層 深鉢 口 波状口縁頂部刻み 剰突 弧状文 RL縦 すす Ⅲ 3

ⅡC l ettI層 深鉢 胴 平行沈線弧状文 LR横  すす Ⅲ 3

ⅡC2a区 試掘 深鉢 胴 頸部平行沈線区画 弧状文 撚糸 すす Ⅲ 3

ⅡC2f区 粗堀 深鉢 胴 縦平行沈線 LR横  輪積断面に刺突痕 Ⅲ 3

IC3d区 風倒本 深鉢 胴 波状口縁 波頂部下部渦巻文 弧状文 RL縦 Ⅲ 3

ⅡC3d区 風倒木 深鉢 胴 渦巻文 Ⅲ 3

EC8c区 試掘 浅鉢 胴 平行沈線区画内刺突 撚糸 Ⅲ 3

ⅡC4e区 風倒本 深鉢 月同 平行沈線弧状文渦巻文 RL縦 Ⅲ 3

ⅡC4e区 風倒木 深鉢 胴 平行沈線区画内曲線文 すす Ⅲ 3

ⅡC4f区 風倒木 深鉢 胴 平行沈線弧状文渦巻文 LR縦 Ⅲ 3

HC5c区 粗堀 深鉢 頸～胴 平行沈線弧状文 Ⅲ 3
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ⅡC5h・ 1区粗堀 深鉢 月同 平行沈線弧状文 曲線文 撚糸 Ⅲ 3

ⅡC5g区 粗堀 深鉢 月同 平行沈線弧状文 LR横  すす Ⅲ 3

ⅡC6d・ e区粗堀 深鉢 月同 平行沈線 無節 r Ⅲ 3

ⅡC6g杭 周辺 I層 深鉢 月同 平行沈線曲線文 LR横 Ⅲ 3

IC6,7 d ttI層 深鉢 月同 弧状文 曲線文 LR検 Ⅲ 3

EC6d・ e区粗堀 深鉢 周同 平行沈線孤状文 撚糸 Ⅲ 3

EC6f区 検出 深鉢 月同 平行沈線弧状文 撚糸 Ⅲ 3

EC7j区試掘 深鉢 頸～胴 頸部沈線区画 橋円形文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C2i区 粗堀 深鉢 月同 波状口縁内側円形文 頸部隆帯刺突 弧状文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C3hoi区 粗堀 深鉢 月同 曲線文 網目状撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C5i区 粗堀 深鉢 月同 楕円形文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C5i区 粗堀 深鉢 月同 孤状文 楕円形文 網目状撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C区検出 深鉢 月同 弧状文 撚糸 すす Ⅲ 3

Ⅲ C5i区 粗堀 深鉢 月同 弧状文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ D6b区 検出 深鉢 潟同 弧状文 曲線文 LR横  すす Ⅲ 3

Ⅲ C5f区 粗堀 深鉢 月同 弧状文 曲線文 LR積 Ⅲ 3

Ⅲ C5f区 粗堀 深 鉢 B同 楕円形文 RL縦 Ⅱ

Ш C5i区 粗堀 深鉢 】同 弧状文 0段多条 すす付着 Ⅲ 3

ⅢC5j区粗堀 深鉢 頸 波状日縁突起欠損 頸部隆帯 弧状文 刺突 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ C7F杭 周辺検出 深鉢 胴 弧状文 LR斜 Ⅲ 3

Ⅲ DOa・ b ttI層 深鉢 月同 平行沈線弧状文 撚糸 Ⅲ 3

Ⅲ DOa区 検出 深鉢 頸 平行沈線弧状文 渦巻文 すす Ш 3

Ⅲ C 4 dttd層 小型壺 口～胴 懸垂隆帯上下刺突 沈線曲線文 Ш 4

Ⅲ C4c,d ttI層 壷 口～底 頸部 1対貫通孔 平行沈線曲線文 Ⅲ 4

Ⅲ C3g区 粗堀 壺 頸 頸部隆帯 LR斜 Ⅲ 4

Ⅲ C4g h区 粗堀 壺 頸 頸部 2条隆帯 Ⅲ 4

ⅡC4F区 。層 深鉢 口～胴 波状口縁 6単位 RL横 縦 すす Ⅲ 5

Ⅲ C6g区 検出 深鉢 口 口縁沈線 すす Ⅲ 5

ⅡC6g杭 周辺 I層 深鉢 口 波状口縁 撚糸 Ⅲ 5

ⅡCOg区 試掘 深鉢 口 波状口縁 無節 L横 すす Ⅲ 5

ⅡC4e区 風倒木 深鉢 口～胴 波状口縁 RL横 縦 すす Ⅲ 5

Ⅲ C6i区粗堀 深鉢 口～胴 波状口縁 RL縦  すす Ⅲ 5

ⅡC4e区 風倒本 深鉢 口 波状日縁 LR横 Ⅲ 5

Ⅲ C5i区 糧堀 深鉢 口～胴 網目状撚糸 Ⅳ

Ⅲ DOa・ b区検出 深鉢 口～胴 LR縦 Ⅳ

ⅢC 4 fttI層 深鉢 口～胴 網目状撚糸 Ⅳ
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ΠClf区 粗堀 深鉢 胴 網目状撚糸 Ⅳ

ⅡC3j区試掘 深鉢 胴 網目状撚糸 Ⅳ

ⅢC5,区粗堀 深鉢 底 ミニチエア Ⅳ

Ⅲ DOb区 風倒木 深鉢 底 小型 焼成 Ⅳ

Ⅱ4e区風倒木 深鉢 底 Ⅳ

Ⅱ B 3 ittI層 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC3d区 風倒木 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC9f・ g区粗堀 深鉢 底 Ⅳ

Ⅲ C 4 cttI層 深鉢 底 Ⅳ

ⅡDld区 検出 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC4e区 風倒木 深鉢 底 網代痕 Ⅳ

ⅡC4a区 粗堀 深鉢 底 焼成 Ⅳ

EC7b杭 周辺検出 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC3c区 風倒木 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC3d区 風倒木 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC4F区 風倒木 深 鉢 底 Ⅳ

Ⅲ C3d杭 周辺検出 深鉢 底 網代痕 Ⅳ

EC lf区 Ⅱ層 深鉢 底 本葉痕 Ⅳ

ECOF区 粗堀 深鉢 底 本葉痕 Ⅳ

Ⅲ C5i区 粗堀 深鉢 底 網代痕 Ⅳ

ⅡC91・ j区粗堀 深鉢 底 Ⅳ

ⅡC6f区 検出 深鉢 底 Ⅳ

Ⅲ D区粗堀 深鉢 底 木葉痕 Ⅳ

Ⅲ Cle,f区 粗堀 深鉢 底 木葉痕 (笹 ) Ⅳ

ⅡC4e区 風倒木 深鉢 底 網代痕 Ⅳ

Ⅲ C6h区 風倒木 深鉢 底 木葉痕 すす Ⅳ

Ⅲ C区検出 深鉢 底 木葉痕 すす Ⅳ

ⅡC6h・ i区粗堀 深鉢 底 木葉痕 (笹 ) Ⅳ

Ⅲ D 8 fttI層 深鉢 無節 L斜 すす V

Ⅲ C3f区 風倒木 浅鉢 日～胴 口唇沈線 変形工字文 V

Ⅲ C4F区 検出 浅鉢 底 LR横 V

Ⅲ C5i区 検出 円盤状 径3.6X3.3mm 厚さ7mm 重量 11 0g

Ⅲ C6i区 検出 円盤状 径4 3X4.2mm 厚さ8mm 重量 16.Og

ⅡC4f区 風倒木 円盤状 径4 8X4 4mm 厚さ8mm 重量22.4g

HC4e,f区 風倒本 円盤状 径5 3X5 2mm 厚さ8mm 重量27 7g

ⅡC4e区 風倒木 円盤状 破損 径 5.6cm 厚さ8mm 重量 19 4g

土器・土製品観察表
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No. 仮 出土地点 器種 分類 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備考 石  質 産 地

EC9j住埋土 不定形 E3 付着物 買岩 奥羽山脈

Ⅲ COe住 埋土 磨石類 Gl 破損 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C 3 gttP 7 箆状石器 D2 赤色貢岩 奥羽山脈

Ⅲ C3g住 埋土 不定形 E2 貢岩 奥羽山脈

Ⅲ C3g住 埋土 磨製石斧 F 63.5 破損 泥岩 奥羽山脈

Ⅲ C3g住 埋土 磨石類 G2 安山岩 奥羽山脈

ⅢC 3 gttP l l 磨石類 Gl 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C3g住 床面 磨石類 Gl 破損 花筒岩 奥羽山脈

Ⅲ C3g住 床面 磨石類 G2 玄武岩質溶岩 奥羽山脈

亜 C3gttP 1 2 石製円盤 H2 泥岩 奥羽山脈

ⅡC4f上 坑埋土 磨石類 G2 安山岩質溶岩 奥羽山脈

ⅡC4f土 坑埋土 磨石類 Gl 安山岩 奥羽山脈

ⅡC4f土 坑埋土 剖片 I 黒曜石 花泉

1 皿COj土坑埋土 不定形 El 3 破損 珪質頁岩 奥羽山脈

ⅡC6f区 石鏃 Al 垢弱 奥羽山脈

ⅡC5d杭 周辺 石鏃 Al 貢岩 奥羽山脈

EC5h杭 周辺 石鏃 Al 17 赤色頁岩 奥羽山脈

EC6b区 石鏃 A2 破損 珪質頁岩 奥羽山脈

ⅡB2i～ 3i区 石匙 Bl 破損 ? 頁岩 奥羽山脈

ⅡC7b杭 周辺 石匙 Bl 頁岩 奥羽山脈

ⅢClj区 石匙 Bl 頁岩 奥羽山脈

ⅡC6f区 石匙 Bl 頁岩 奥羽山脈

ⅡB5j杭周辺 石匙 Bl 破損 貢岩 奥羽山脈

ⅡC8b杭 周辺 石匙 B2 5 頁岩 奥羽山脈

5 Ⅲ C5h区 石錐 C 頁岩 奥羽山脈

Ⅲ C2f区 箆状石器 Dl 頁岩 奥羽山脈

ⅡC5c区 箆状石器 D2 頁岩 奥羽山脈

ⅡC5b区 箆状石器 D2 4 頁岩 奥羽山脈

2 ⅡBOj区 箆状石器 D2 頁岩 奥羽山脈

IVD 5 b区 箆状石器 D2 ホルンフェルス 北上山地

HC7e区 箆状石器 D2 17 摩滅 ホルンフェルス 北上山地

ⅢC3b区 箆状石器 D2 17 頁岩 奥羽山脈

ⅡC9d区 箆状石器 D2 7 頁岩 奥羽山脈

ⅡC2a区 箆状石器 D2 貢岩 奥羽山脈

石器観察表
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No. 仮 出土地点 器種 分類 長 さ 幅 厚 さ 重量 備考 石 質 産  地

ⅡC5b杭 周辺 箆状石器 D2 買岩 奥羽山脈

Ⅲ C3e区 箆状石器 D2 ホルンフェルス 北上山地

Ⅲ C 1 c区 箆状石器 D2 7 破損 頁岩 奥羽山脈

ⅡC2a区 箆状石器 D2 買岩 奥羽山脈

Ⅲ C5g区 箆状石器 D2 1 珪質頁岩 奥羽山脈

ⅢC9j区 不定形 El 破損 頁岩 奥羽山脈

ⅡB2i～ 3i区 不定形 El 破損 買岩 奥羽山脈

Ⅲ C5i区 不定形 El 黒曜石 花泉

EC4e区 不定形 El 1 頁岩 奥羽山脈

Ⅲ C3f区 不定形 El 破損 頁岩 奥羽山脈

ⅡC9e区 不定形 El 頁岩 奥羽山脈

Ⅲ C7g区 不定形 El 頁岩 奥羽山脈

ⅡC7d区 不定形 El 72 頁岩 奥羽山脈

Ⅲ C4c区 不定形 El 25,7 頁岩 奥羽山脈

Ш D 1 a区 不定形 E2 2 頁岩 奥羽山脈

Ⅲ D 1 a区 不定形 E2 3 頁岩 奥羽山脈

11 Ⅲ C5i区 不定形 E2 3 破損 貢岩 奥羽山脈

Ⅲ D5a区 不定形 E2 6 頁岩 奥羽山脈

ⅡD9e区 不定形 E2 珪質頁岩 奥羽山脈

Ⅲ C4f区 不定形 E2 頁岩 奥羽山脈

4 Ⅲ C4f区 不定形 E2 貢岩 奥羽山脈

ⅡCld区 不定形 E2 1 買岩 奥羽山脈

Ⅲ Cle,f区 不定形 E2 頁岩 奥羽山脈

ⅡC5h・ I区 不定形 E2 買岩 奥羽山脈

ⅡC6f杭 周辺 不定形 E2 頁岩 奥羽山脈

ⅡC6b区 不定形 E2 23.2 頁岩 奥羽山脈

ⅡCFO区 不定形 E2 1,1 頁岩 奥羽山脈

8 IC9f区 不定形 E2 頁岩 奥羽山脈

D4区 不定形 E2 買岩 奥羽山脈

Ⅲ C38区 不定形 E3 頁岩 奥羽山脈

皿 C3h区 不定形 E3 貢岩 奥羽山脈

ⅡC8f区 不定形 E3 l 貢岩 奥羽山脈

ⅡD6c区 不定形 E3 頁岩 奥羽山脈

Ⅲ D区 磨製石斧 F 4 花闘閃緑岩 奥羽山脈

IC9j杭周辺 磨製石斧 F 破損 閃緑岩 奥羽山脈

Ⅲ C5i区 磨石類 Gl 泥岩 奥羽山脈

石器観察表
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No. 仮 出土地点 器種 分類 長 さ 幅 厚 さ 重 量 備考 石 質 産 地

HC9f区 磨石類 Gl 凝灰岩 奥羽山脈

ⅡC4d区 磨石類 Gl 凝灰岩 奥羽山脈

Ⅲ C5d区 磨石類 Gl 4 凝灰岩 奥羽山脈

ⅡC5B区 磨石類 Gl 安山岩 奥羽山脈

ⅢC5,区 磨石類 Gl 7B 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C6c区 磨石類 Gl 安山岩 奥羽山脈

6 ⅡC4h区 磨石類 G2 破損 凝灰岩 奥羽山脈

ⅡC7F・ g区 磨石類 Gl 凝灰岩 奥羽山脈

Ⅲ C5i区 磨石類 G2 破損 ? 凝灰岩 奥羽山脈

IC7h杭 周辺 磨石類 G2 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C4f区 磨石類 G2 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C6h区 磨石類 G4 磨 .敲 石英安山岩 奥羽山脈

ⅡC8i区 磨石類 G4 磨 凹 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C6e杭 周辺 磨石類 G4 有溝砥石 凝灰岩 奥羽山脈

ⅡC9e区 磨石類 G4 凹 敵 泥岩 奥羽山脈

Ⅲ C2a区 磨石類 G4 磨 凹・敲 安山岩 奥羽山脈

I Bl f区 磨石類 G4 磨 凹 安山岩 奥羽山脈

ⅢC4d区 磨石類 G4 磨・敲 石英安山岩 奥羽山脈

71 Ⅲ C3g区 磨石類 G4 磨・敲 安山岩 奥羽山脈

ⅡC6f杭 周辺 磨石類 G4 磨・凹 安山岩 奥羽山脈

EC4e区 磨石類 G4 磨・敲 安山岩 奥羽山脈

EC7h杭 周辺 磨石類 G4 磨・敲 安山岩 奥羽山脈

Ⅲ C4i区 磨石類 C4 8 磨 `敵 安山岩 奥羽山脈

ⅡC7j杭周辺 磨石類 G4 磨 凹 砂岩 奥羽山脈

ⅡCOd区 磨石類 G5 4 泥岩 奥羽山脈

Ⅲ C3f区 石製品 Hl 破損 ? 凝灰岩 奥羽山脈

EC7h杭 周辺 石製円盤 H2 1 破損 泥岩 奥羽山脈

Ⅲ C6e区 石製円盤 H2 泥岩 奥羽山脈

ⅡC6g杭 周辺 石製円盤 H2 両面磨り 凝灰岩 奥羽山脈

ⅡC6b区 石製円盤 H2 泥岩 奥羽山脈

HC7h杭 周辺 石製円盤 H2 泥岩 奥羽山脈

3 ⅡC6g杭 周辺 石製円盤 H2 泥岩 奥羽山脈

ID9b区 まu片 I l 黒曜石 置戸

Ⅲ C5f杭 周辺 象U片 I 1 黒曜石 花泉

ΠC9e区 剖片 I 黒曜石 男鹿

石器観察表
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1船 仮番 出―土地点 材質 特   徴 径 mm) 重量ICgJ
356 365 H86e区組嬬 鋪 鞭 雲鱒韓規40841 一郷 &1

357 364 皿 D8bl区組堀 鋼 古鴬永 (鋳鋳1633■165941 1絡5 3n

358 366 Ⅱ ID 9 al区輸 鋼 新寛永 (鋳機1697～ 17474、 4767■1781射 1郷 22'

359 367 1亜 |―D19 al区試掘 銅 新露基 鬱韓却呼 ～17474.1767■ 17314FD 231 25

360 368 IHD9b区試調 銅 新東永|(鋳錢1697-17474、 1707～ 173441 閣 19

古競■覧表
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V。 まとめ

今回の発掘調査で検出された遺構と遺物について簡単に整理し、遺跡についてのまとめとしたい。

1.遺構
(1) 住居跡・土器埋設遺構・焼土

竪穴住居跡は 8棟検出された。そのほかに焼土ゃ焼土を伴う土器埋設遺構も住居跡の炉の可能性がある。

住居と確認された 8棟は、その規模から大きめの住居跡 (長径3,7～5,3m)と 小さめの住居跡 (2.2～ 3m)

の大小 2通 りに分けられる。遺構配置図を見ると大小の住居は近接して立地しているように見える。最も近

いのはⅡC8j住居とⅡC9j住居で1.4m、 一番離れているⅢ C3g住居とⅢ C3d住居は約 8mで ある。

また、大きめの住居は柱穴が検出されているが、小さめの住居には検出されず、炉が検出されないものもあ

る。その床面には立石が構築されていた。小さめの住居からの遺物が少ないため、大きめの住居と同時期の

ものかはつきりしないが、周辺から出土する遺物はほとんど時期差がないので、同時期のものと考えるのが

妥当である。ということは、本遺跡の集落は、大小 2棟の組み合わせによる数単位から構成されていたと考

えられるち言、大小の住居の持つ意味の違いや集落の構造を考えるには、他の遺跡の同様な類例を参考にしな

ければならないであろう。出土遺物を見ると、この集落は縄文時代後期前葉という限られた時期、そして焼

上の焼成があまり良くないことから、生活が営まれた期間は短期間だつたようである。

土器埋設遺構としたものは、Ⅲ C38住居跡の西側 4mに構築されている。柱穴検出のために、土器の周

辺を掘り下げてみたが検出されなかつた。前述の小さめの住居明に柱穴が検出できなかつた例もあるので、

住居跡の可能性が高い。

焼土遺構も2基検出されているが、焼成は2基とも良くない。土器埋設遺構と同様に住居跡の可能性もある。

(2)土 坑

検出された土坑は23基で、その内縄文時代の遺構と見られるのは21基である。遺構内からの遺物の出土が

あるのはⅡC3e、 工C4f、 Ⅲ C4fの各上坑で、これらは出土遺物からいずれも縄文時代後期前葉の遺

構と見られる。その他の上坑については埋土や検出面から縄文時代と判断した。検出された土坑は、断面形、

平面形の特徴から3つに分類した。平面形が円形あるいは円形に近い精円形で断面形がフラスコ形のもので、

遺物を伴う3つの上坑はこのタイプである。次は、平面形は長楕円形で断面形が浅皿状のものと、平面形が

楕円形や不整の楕円形で断面形が筒形、バケツ形のものである。いずれも遺物を伴わないが、前者は他の遺

跡の調査例からは墓墳の可能性があり、後者は一部柱痕の見られるものもあるので、掘立柱建物跡の可能性

も考えられるが整然と並ぶものはない。後期の土器が発見されている下尿前Ⅱ遺跡でも墓墳と見られる土坑

が多数検出されている。その上坑は住居域とは離れた地区に立地しているが、本調査区では、特に分かれて

いない。土坑の底付近で底部が欠損した横位の土器が出上しているⅡC3e土坑も墓墳の可能性がある。そ

のほかに時期不明で近世以降の遺構とした2基の土坑は、底面が固結していることから柱痕と考えている。

(3)溝跡・段状遺構

溝跡は調査区中央を横切るⅡB6i溝跡と調査区南側を横切る、Ⅳ C38溝跡がある。2条とも遺跡の西側

の沢の方から遺跡の下方に延びるようである。後者の溝は幅も深さも20cm程度であるが、前者の溝は幅最大

140cm、 深さ150cmも ある。底には水が流れた痕跡があり、長い間使用されていたようである。遺跡下方の集

落に水を引く施設であつたようだが何時頃使用されていたのか確認はできなかつた。下方に集落が形成され
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た時期は近世以降ということなのでその時期のものである可能性がある。

段状遺構としたものについては、道路跡あるいは畑閉等考えられるが決め手がない。埋上の状況から近

世以降の遺構と見られる。

2.遺物
(1)土器・土製品

縄文時代早期～前期 。中期末葉～後期初頭・後期前葉・晩期にわたる土器が出上している。早・前期お

よび晩期の土器については全て遺構外からの出上で、その量も少ない。

早期末～前期の土器は、調査区全体から出上しているが、西側の沢に近い地点からの出土が多く、特に斜

面上方での出上が多い。最も古いと見られる繊維を含む土器は調査区西側および南端での出土量が多い。 B

地区からは同時期の遺構は検出されなかつたが、沢をはさんで西側に位置するA地区で、早期末～前期の時

期の住居が検出されているので、その住居の時代に伴うものであろう。前期後半の特徴を持つ土器は調査区

全体から出上している。 1点のみの出土だが4単位の波状日縁で波頂部が台状突起になり、鋸歯状の装飾体
になるものである。大木 5式期の特徴を持つ土器である。もう一つは日縁部文様帯や胴部に半裁Tr管による

平行沈線文や刺突文をもつもので、大木 6式期と見られる土器である。

中期末葉～後期初頭とした上器は、 J字状のモチーフをもつものや貼り付けた隆帯の断面が三角形を呈す

るもので、大木10式期の特徴をもつ土器である。Ⅲ C3g住居跡の埋上下部からの出土であるが、胴部の一
部のみなので詳細は不明である。

本遺跡で最も出土してぃるのが、後期前葉の上器である。調査区全体から出土している。その特徴は、連

鎖状隆帯をもつもの (Ш ttl類 )、 あるいは沈線により弧状文 。曲線文を描き、その間に磨消縄文をしてい

るものである (Ⅲ群 2・ 3類 )。 連鎖状隆帯は中期末から現れる特徴で、波状日縁の波頂部から懸垂するも

のや頸部をめぐるものがある。連結点にはボタン状の装飾をするものもある。胴部まで延びるものもあるが

数は少ない。多いのは前述のボタン状貼付の下部から平行沈線で曲線文、弧状文を描くものと沈線のみで曲

線文、弧状文を描くものである。これらは、貝鳥貝塚のⅡ群 1・ 2類、八天遺跡の第Ⅲ群 1・ 2・ 3類と4

類の一部、立石遺跡 (大迫町)の第Ⅲ群第 2・ 3・ 4類、観音堂遺跡の第Ⅵ群 1・ 2・ 3類にその類例が求
められる。後藤 (1974)の宮戸 I btta群としたものに含まれる土器である。しかし、県内のこの時期の遺

跡は少なく、出土しても限られた時期に限定され、中期末～前期前葉に継続して発掘されることが少なかつ

たため、土器の編年も確立されていなかつた。当センター発掘遺跡 (報告書未刊)の清水遺跡 (一関市)で
は同時期の包合層を発掘しており、この時期の編年に大きな資料を提供してくれると思われる。

晩期の土器はほんの僅かな出上で、変形工字文が施文されている晩期末葉の時期の浅鉢と地紋のみの上器

である。A地区の土坑や遺構外からも同時期の土器が出土している。

なお 1点の破片だけだが、胴部の断面に幅 2 Hlm、 深さ2～ 3 rlmの刺突 (刻み)が10～ 17mmの感覚で並んで
いるのが観察された。前述の清水遺跡でも同様な例が見られ、土器製作中に輪積粘上が接着しやすいように

付けられたものと考えられる。

上製品は、土器片を利用した無孔の円盤状土製品で、長径は3.6～ 5,6cm、 厚さ7～ 8 mm、 重量がH～27.7
gである。遺構外からの出上した5点の内3点はIC4f住 居跡周辺からである。製品の特徴や出土状況か
らは用途について言及することは困難であるが、土器片を利用した円盤状土製品については、佐々木(1988)、

松下(1989)の論功がある。
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B C D
1 a b d e f g h a b C d e g h

I 60

Ⅱ

6Cl 235 150 265

6Cl 680 390 640 200

2 120

3 [680

4 735 1430 590

5 565 190 1620

6 4880

7 225 5 1645

8 80 205 側

9 40 900 535 260 805 470

Ⅲ

0 700 705 440 6611

1 700

2 375 1620 660 80 40

3 900 690 290 680 50 160

4 390 830 1770 860

5 770 1430 ,2211 拗30 5675

6 1130 1160 2240 850 150 80

7 370 340 110

8
60

Ⅳ

1 80 780

260 5

5 60

7

表 5 土器 (重量別)分布表

表 6 制片分布表
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刊 2

2 1 1 2 1

3 3 3 2 2

4 3 2 1 1 1

5 1 1 1 5 1 1 1 1

6 1 2 8 1

7 1 1 1 1 1 1

8 1 2 1 1

2 1 1 3 2

Ⅲ

1 1 3 1

1

1 5 3 1

3 l 1

4 2 4 1 1

5 9 1 3 7 1

6 1

7 3 4 1 1

8 1 1 1

9 1

Ⅳ

0 1

1 1

2
3
4 4

5
6
7

[点 ]



□
□
Ⅷ
一
一

第45図  土器 (重量別)分布図

凡例
●中"● 100g未満

……・100g～ lkgtti両

……・lkg～ 2kg未満

……・2kg～ 3kg未満

………3kg以上

-76-



albl。 ldl。 lflglhlil, alblcldlelflglhli

―上 :肛 Cl

口
囲
観
一

0第46図  all片 分布図

凡例

… …・1～ 5点

・………6～ 10点

・…………H～ 15点

………16点以上
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(2)石器・石製品

特に目に付くのは、箆状石器である。最J片石器53点中14点 とdll片石器の中では26.4%を 占める。断面形が

三角形を呈し身部が厚いものやホルンフェルスで製作されたものがある。また、縦型石匙の中に 1点のみの

出土だが横断面形が算盤玉状で身の厚いものがある。先端部が欠損しているが、スクレイパーとしての用途

より尖頭器と同様な用途が考えられる形状をしている石器である。遠野市の新田Ⅱ遺跡、釜石市の沢田2遺

跡、湯田町清水ケ野遺跡、千厩町清田台遺跡といつた縄文時代前期の遺跡でも同様な石匙が出上している。

石製品は、径2.7～ 5,6cm、 厚さ0。9～ 1.4cm、 重量16.9～ 43.7gで 、周囲を打ち掻いたり、磨つて円形に加工

しているものがある。調査区中央の住居に囲まれた地区から多く出上している。

石質を見ると、alJ片石器は頁岩が多く、礫石器は安山岩や凝灰岩が多い。基盤岩である石英安山岩も利用

されている。これらは、遺跡が立地する奥羽山脈を産地とするものである。北上山地を産地とするホルンフ

ェルスは、箆状石器にのみ利用されている。黒曜石は、遺構内出土および不定形石器としたものも含めて 5

点出土している。その産地は、佐々木繁喜氏 (宮城県立若柳高校)に よれば、花泉産 3点、男鹿産 ?1点、

北海道置戸産 ?1点となつている。在地産のものもあるが遠く北海道から運ばれてきた可能性もある。周辺

の遺跡の例も参考にしなければならないが、当センター発掘の周辺遺跡 (下尿前Ⅱ・Ⅳ遺跡、 尿前Ⅱ遺跡
A地区)で は、黒曜石の出上が少なく (3遺跡で掲載は5点 )、 産地同定も行つていないので、今後調査さ

れる遺跡の出上に期待したい。

そのほかに調査区全体で461点の剥片が出土している。使用痕の認められるものも数点含むが、その分布

はⅡC4f住居付近、ⅢC4f土器埋設遺構周辺、ⅡC9j住居跡周辺に多く、調査区北西端のⅡB区にも
出土が多い。ⅡB区、ⅡC区の調査区西寄りからは縄文時代早期末～前期の上器が比較的多く出上してい

るので、同地区で出上した録J片石器には早期末～前期の石器も含まれていると思われる。

(3)古銭
寛永通宝 3枚 と永楽通宝は、調査区中央やや南寄りから出上している。出土地点から北西数mの地点に

「山神社 (移転済み)」 (胆沢町史ⅡI)力言あつたようなので、関連があるかもしれない。
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遺跡遠景 (東から)

遺跡遠景 (南から)

写真図版 1 空中写真 1
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調査区全景 (南から)

ⅡC区基本土層断面 調査開始

検出風景

写真図版 2

精査風景

空中写真 2・ 基本土層・作業風景
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ⅡCle住居跡 平面

写真図版 3 ⅡCie住居跡
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床面立石 断面 立石下土坑 平面



ⅡC4fT■居跡 平面

柱穴Pl 断面

写真図版 4 ⅡC4f住居跡
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HC働住居跡 平面

炉 平面 順 断面

写真図版 5 ⅡC8i住居跡
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精査風景

写真図版 6 ⅡC9e住居跡
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ⅡC勁住居跡 土坑 平面

撃
=

強ギ警
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炉 断面

写真図版 7 ⅡC9i住居跡・土坑
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写真図版 8 ⅢCOe住居跡
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断面 (南から)

遺物出土状況



ⅢC3d住居跡 平面

Ⅲ淳|

郎 工ご|

写真図版 9 ⅢC3d住居跡
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断面 (南から)

写真図版10 ⅢC3g住居跡
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ⅡC9a土坑 平面

ⅡCOe土坑 平面

ECOh土坑 平面

ⅡCq土坑 平面

写真図版11 土坑 I
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断面



ⅡC2c① ,②土坑 平面

EC3e土坑 遺物出土状況 1 遺物出土状況 2

写真図版12 土坑 2
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ⅡC4仕坑 平面

ⅡC5e土坑 平面

写真図版13 土坑 3
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EC8e土坑 平面

ⅡD2a土坑 平面

ED3d土坑 平面

‐1屯議
断面

ED4c土坑 平面

写真図版 14 土坑 4
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ⅣDlb①土坑 平面

ⅣDlb②土坑 平面

EC8d土坑 平面

作業風景

写真図版 15 土坑 5
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ⅡC4a焼土 平面

ⅢC4ft設土器 平面

ⅢDOe段状遺構 平面

写真図版 16 焼土遺橋・土器埋設遺構・段状遺橋
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ⅡBG清 平面 (南から)

写真図版17 溝跡 1
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断面 2

ⅡB5溝 平面 (北西から)



断面 1

写真図版18 清跡 2
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ⅣC3g溝 平面



写真図版19 住居内出土遺物 1
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写真図版20 住居内出土遺物 2
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写真図版21 住居内出土遺物 3・ 埋設土器・土坑内出土遺物 1
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写真図版22 土坑内出土遺物 2・ 溝跡出土遺物・遺構外出土石器 1

-102-



臨 93

斡

帯
暮息豊富
§ヨ
魯樹
14

121

写真図版23 遺橋外出土石器 2
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写真図版24 遺情外出土石器 3
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写真図版25 週構外出土石器 4
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写真図版26 遺構外出土石器 5
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写真図版27 遺橋外出土石器 6
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写真図版28 遺橋外出土石器 7・ 土製品
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写真図版29 遺構外出土石器 1
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写真図版30 遺情外出土石器 2
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写真図版32 遺構外出土石器 4
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写真図版33 遺情外出土石器 5
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写真図版34 遺橋外出上石器 6
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写真図版35 遺橋外出土石器 7
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写真図版36 遺橋外出土石器8・ 石製品・古銭
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